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第一章　バリスタと常連客の関係から












　ふとした拍子に、たまらなく飲みたくなる。

　もしくは、とびきりのスイーツを食べた時の、幸せな心を更に温かくさせる一杯。

　私、筑紫つくし夕陽ゆうひは、そんなコーヒーを淹れたいと願う、駆け出しのバリスタである。

　今の職場は『エルグマシステムズ』というＩＴ関連企業のオフィスカフェだ。

　ここ数年で急成長した大企業で、ＡＩなども利用した様々な独自システムを多分野に渡って提供しているらしい。新卒予定の学生からも常に注目を浴びているようで、毎年高い求人倍率をたたき出している、話題の会社だ。

　私はエルグマシステムズの社員ではないけれど、この会社の洗練された雰囲気に浸れるのはほんのちょっと得した気分である。

　オフィスカフェを利用するのは、勿論、社員だ。時々、営業さんがお客さんを連れてきて、商談をすることもある。

　街のカフェとはちょっと空気が違うかもしれないけれど、誰しも、おいしい一杯を求めて来るのは同じはず。

　だから私の仕事はどこでだって変わらない。お客様が満足してくれますようにと祈りながら、コーヒーを提供する。

　エルグマシステムズはとても自由度の高い会社で、フレックス制度を導入している。

　決まった就業時間がなくて、夜に出社して朝まで働く超夜型の社員もいれば、日も昇っていない早朝に入って仕事をし、昼頃に退社する社員もいる。

　平均的な就業時間は朝の八時頃から十七時頃。仕事をする時間を自由に決められるのは羨ましくもあるけれど、同時に、高い自己管理能力を求められるだろう。このあたりは、人によって向き不向きもありそうだ。

　ちなみに私の就業時間は決まっていて、午前七時から午後三時の朝番と、午後三時から零時までの夜番のシフトの二通りある。

　そして、今日は夜番。

　朝番の派遣社員さんと交代してカフェに入り、仕事をしていた。

　オフィスカフェは、三十階建ての社屋ビルの三階。社員食堂の隣にある。夜番だと、客入りが一番多いのは午後五時から七時頃。そのあとは夜型の社員さんが時々ふらりとやってくる程度だ。

　カフェの内装はお洒落で、木目模様の木材をふんだんに使ったナチュラルテイストでまとめられている。自然素材を利用することで、癒やしの効果も図っているのかもしれない。

　この会社の経営者に会ったことはないけれど、きっととても社員思いの優しい人なのだろう。でなければ、こんなにも働きやすい職場なんて作れないと思う。

　夜のピークを終えたあと、カフェの利用客が少ない時間。

　私はいつも通り、モーニングタイムの仕込みをしていた。

　明日のモーニングメニューは、キュウリとハムのサンドイッチ。そしてヨーグルトとシリアル、手作りリンゴジャム。

　大量のリンゴの皮むきをしながら、ふと、私は壁時計を見た。

　今は午後十一時を過ぎたところだ。あと一時間で、仕込みを終わらせないといけない。

　――そういえば、今日は、あの人は来るのかな？

　実は、私が夜番の時、いつもこのくらいの時間にやってくる常連客がいるのだ。

　私が朝番の時に来たことはないから、夜型の社員さんなのかもしれない。

　前に来店した時、気に入ってくれたお豆は残っていたかな。

　林檎をフードプロセッサーに入れてスイッチを押した後、戸棚を開いてコーヒー豆を探す。

「えっと、確か、ここに……」

「何を探しているんだ？」

「はい、三善さんが好きだと言ってくれたコーヒー豆を、えっ」

　聞き覚えのある声に振り向く。すると、見覚えのある男性客がカウンターの前に立ち、私をジッと見つめていた。

「あ、三善さん。いらっしゃいませ」

「しゅういちろう、だ」

「えっ？」

　一瞬、何を言われたのかわからず、私は首を傾げた。

　彼は、整った相貌を少し不満げにする。

「修一郎。名前で呼んでほしいと言ったはずだが」

　……そういえば、来店されるたび、言われている気がする。

「ええと、さすがにお客様を名前で呼ぶのは」

「このカフェでは、しがらみを忘れて一個人としてくつろぎたいんだ。どうかお願いできないだろうか」

　三善修一郎。

　それが彼の名前だ。深夜ともいえる時間。誰ひとりお客さんがいない時に、ふらりとやってくるお客様。

　私が夜番をしている時に、必ずといっていいほど来るから、一言二言言葉を交わすうちに世間話をするくらいには仲良くなった。今では彼の好みのコーヒーを言い当てられるほどにまで、仲を深めている。

　他にお客さんがいない時間に、いつも疲れた表情をして来店する三善さん。

　しかし今は、やけに不満そうな顔で私を見つめている。

　しがらみ。彼は三善と名乗ったけれど、その姓にどんなしがらみがあるのだろう？

　でも、そんなにも名前で呼んで欲しいのなら、応じたほうがいいのかもしれない。

「わかりました。では、その……修一郎さん。いらっしゃいませ」

　にっこり笑顔を向けると、三善さん、改め、修一郎さんは、安堵したような笑顔を見せた。

　思わずドキッと胸が高鳴ってしまう。

　惚れっぽい性格をしているつもりはないけれど、修一郎さんは元の顔が良いからだろうか。つい見蕩れてしまうのだ。

　シャープな顎、涼しげな眦、整った相貌。まるで鋼のように硬質な雰囲気を持っていながら、笑顔になると驚くほど優しくなり、真面目な顔とのギャップに胸がときめいてしまう。

　これではいけない、気をつけなきゃと自分に言い聞かせて、深呼吸をした。

「今から出勤ですか？」

「いや、休憩だ。明日は朝一に会議があるから早めに帰りたいんだが、なかなか仕事の進みが落ち着かなくて、こちらに顔を出したんだよ」

　少し困ったように修一郎さんが言う。

「自分の仕事なら適当に見切りを付けるが、今は他社の仕事を待たなければいけない。こればかりは仕方ないね」

「そうですか……。本当にお疲れ様ですね」

　明日の朝から会議だというのに、こんな遅くまで仕事をしているなんて。修一郎さんが具体的にどういう仕事をしているかは全く知らないけれど、その過酷さを疲れた表情が物語っていた。

　きっと大変な仕事なのだろう。彼のために何かしたいな。

「では、本日は何を注文されますか？」

「実は少し眠気を感じていて。しゃきっと気持ちが改まるようなコーヒーはないだろうか」

　ふむ。修一郎さんは今、他人の仕事を待っている状態だ。基本的に『待つ』というのは精神的なストレスがかかりやすい。軽い気分転換を求めているということかな？

　けれども、彼は朝一の会議が控えている。

　……ということは、うん。あれにしたらどうかな。

　私は戸棚からコーヒー豆のガラス瓶を取り出して、ミル器に入れて挽く。そして湯を沸かして、保温器に入れていたコーヒーカップを取り出した。

　淹れ方はペーパードリップだ。気分をしゃっきりさせたいなら、キレのあるすっきりした味わいのほうがいいだろうから。

　沸騰する前に火を止めて、セットしたドリップ器に湯を少しずつ垂らしていく。

　漂うコーヒーの芳しい香り。

　ふっくらと豆が泡立って、フツフツと柔らかくはじける音がする。

　この状態を『コーヒー豆が呼吸している』と称する人がいる。そう思うくらい、コーヒーの香りが広がって、幸せな気持ちになれた。

　丁寧に、丁寧に。焦ってはいけない。コーヒー豆がよりよく呼吸できるようにお手伝いする感覚で、湯を少しずつ注いでいく。

　私がコーヒーを淹れる様子を、修一郎さんはジッと見つめていた。コーヒーを淹れる姿が珍しいのかな？　もしかすると、自分ではあまり淹れないのかもしれない。

「お待たせ致しました。ホットコーヒーです」

　盆に白いコーヒーカップを載せて、修一郎さんに渡す。

「ありがとう」

「お豆はコロンビア産のものにしました。キレと強い渋みが特徴です。シャープな味わいを楽しめると思いますよ」

「ああ、そういうコーヒーを求めていた。ありがとう」

　盆を受け取った修一郎さんはふっと優しく目を細める。

　ドキッと胸が高鳴って、思わず首を横に振る。

　もう、ダメだって自分。自制しよう。いくら修一郎さんが素敵な人でも、彼は会社の人で、私は部外者なんだから。私情は禁物。

「ちなみに、カフェインレスにしましたよ」

　盆を渡してから、一言付け加える。

「ん、カフェインがないと、味気なくなったりしないか？」

「確かに、カフェインレスはアッサリしすぎて物足りないという意見は聞きますけれど、実は味は殆ど違わないんですよ」

　私は修一郎さんに説明する。

「カフェインレスのお豆の作り方は、焙煎前の生コーヒー豆に工程を加える事で出来ます。それには色々な方法があるんですけど、このお豆は、二酸化炭素で圧力をかけてカフェインを抽出してから、焙煎しているんですよ。だから、味が落ちにくいんです」

「ほう……そんな風に作られているのか、知らなかったな」

　修一郎さんは感心したように頷いて、カウンター席に座る。そして温かいコーヒーを一口飲んで、満足そうに息を吐いた。

「うん。確かに鋭角なキレのある味だ。味わいはあっさりと飲みやすく、この渋みがたまらない。カフェインレスコーヒーに対する先入観が一掃されたな」

「ふふ、修一郎さんは朝一で会議があるんでしょう？　カフェイン効果で眠りが浅くなっては次の日に響きますから。こちらもどうぞ」

　私は作りたてのリンゴジャムと数枚のクラッカーを小皿に載せて、修一郎さんの前に置いた。

「これは？」

「明日のモーニングで出す予定のリンゴジャムです。本当はヨーグルトにかけて食べるんですけど、クラッカーに載せて食べてもおいしいですよ」

「ああ、あのジャムは手作りだったのか。部下がオフィスカフェのモーニングが美味しいと絶賛していたんだ。特にヨーグルトにかけられたジャムがやみつきになる、とね」

「そんな風に言われていたんですか？　嬉しいです」

　私が言うと、クラッカーを手に取った修一郎さんが顔を上げた。

　ニコリ、と微笑まれて、胸の内がキュッと引っ張られる。

「どうやら今日の俺は運がいいみたいだ。君のジャムを一番乗りで味わえるんだからね」

　さらっと自然に言うものだから、一瞬、何を言われたのか分からなかった。けれども、ゆっくりと言葉の意味が頭に浸透した途端、私の顔はみるみる赤くなる。

　な、何を、シラフで恥ずかしいことを言っているの？

　硬派っぽくて、お堅いサラリーマンって雰囲気をしているのに、口から出てくる言葉があまりに甘かったから、私はそっぽを向いてしまった。

「じ、ジャム、熱いから……、食べる時に気をつけて下さいね」

　口早にそう言って、モーニングの仕込み作業に戻った。

　修一郎さんはしばらくの間、黙ってコーヒーを口にする。普通の喫茶店なら気の利いたＢＧＭを流しているだろうけど、ここはオフィスカフェだ。つまり、無音である。

　出来たてのジャムを消毒したタッパーに詰めて冷蔵庫に入れ、キュウリやハムもサンドイッチの大きさに合わせてカットする。コンコンと包丁の音だけがカフェ内に響いて、修一郎さんはまるでその無機質な音を楽しむかのように微笑んでいた。

　その横顔はすっかりリラックスしたものに変わっていて、私は内心ホッと安堵する。

　よかった。ここに来店した時はとても疲れた顔をしていたけれど、コーヒーを飲んで少しは気持ちが切り替えられたみたいだ。

　しかし私が安心した途端、修一郎さんの胸ポケットからスマートフォンの着信音が鳴り響いた。

　サッと修一郎さんの横顔が、真面目なものに変わる。

　仕事モードで電話に出る修一郎さんはとても恰好良いけれど、せっかくの休息はつかの間だったみたいだ。少し悲しい。

「三善です。はい。……はい。間に合ったようで良かったです。それでは早速確認させて頂きますので、クラウドに上げてください。はい、打ち合わせはチャットで」

　用件を手短に伝えて、修一郎さんは通話を終えた。

「待っていた仕事がようやく終わったらしい。最後までゆっくりコーヒーを味わいたかったが、慌ただしくてすまなかったね」

　修一郎さんは残念そうに言って、残りのコーヒーを一口で飲みきる。私は慌てて振り向き、紙コップを取り出した。

「あ、あの、実は先ほど淹れたコーヒーが少し余っていまして、もしよろしかったら、オフィスで飲む用にいかがですか？」

　まだ温かいコーヒーを紙コップに注ぎ、蓋をする。

「ああ、では頂こうか」

　修一郎さんはコーヒーの代金を払うために、決済機能が搭載された社員証を取り出す。しかし私は首を横に振った。

「お代はいいですよ。量も半分以下ですし、サービスです」

「しかし……」

「もうカフェも閉店時間ですし、このままだと処分しなくちゃいけないので、飲んでもらえたら嬉しいです。ほ、本当はダメなんですけどね」

　私は苦笑いをした。

　そう、本来、お客様はみんな平等。誰かひとりを特別扱いしてはいけない。このカフェは私のお店というわけではないのだから。

　けれども、こんな夜中まで頑張る人をそのままにしておきたくなかった。せめてこの一杯が彼の休息になったら嬉しい。

「だから、内緒にしておいてください」

　困り顔で笑いかけると、修一郎さんは驚いた表情をして、しばし私を見つめていた。

　やがてフッと微笑むと、カードを懐に仕舞い、私から紙コップを受け取る。

「それではお言葉に甘えて、ごちそうになろう」

　私の手に、修一郎さんの大きな手が少しだけ触れた。心音が一際大きな鼓動を立てて、不思議と恥ずかしくなってしまった。

「君が淹れてくれるコーヒーは、いつも俺の心を溶かしてくれる。ありがとう」

「い、いえ。私にはこれくらいしかできませんから」

　耳に響く低い美声が、私の身体を震わせる。

　顔が良い上に、声もいいだなんて反則すぎる。きっと女性の人気も高いのだろう。こんなに素敵な人、放っておかれるはずがない。

　修一郎さんはコーヒーを手に、カフェを後にした。

　彼の後ろ姿を見送った私は、ひとつため息をつく。

　――そう。修一郎さんは、このオフィスカフェに来てくれるというだけの、単なるお客さんだ。たとえ憧れても、素敵な人でも、それ以上の関係になることはない。

　私と修一郎さんの接点は、このカフェだけなのだから。

「ダメだよね。こんな気持ちで仕事をしたら。修一郎さんにも失礼だし、ちゃんとしっかりしなきゃ」

　ぺちぺちと自分の頬を叩いて、私はカフェの掃除を始める。

　朝番の派遣社員さんがスムーズに作業に入れるよう手筈を整えたあと、カフェの入り口にＣＬＯＳＥの看板を立てかけて、職場を後にした。






　◆◆◆






　カフェの仕事にも色々あるのだけど、そのひとつが『買い出し』である。コーヒー豆や、コーヒーシュガー、コンデンスミルクなどは、業者さんが都度配達してくれるのだけど、主に軽食やスイーツの材料はオーナーと派遣社員でメニューを打ち合わせして、交代で買い出しをする。

　まあ、オフィスカフェは利用客が社員と限定されている分、客入りも街の喫茶店に比べて少ない。エルグマシステムズにはちゃんと社員食堂があるし、あまりカフェでがっつり食べようという人はいない。それでも買い出しは結構な量を買い込むことになるので、割と力仕事だ。

「じゃあ、今月のランチメニューとモーニングの内容は決まりましたし、早速買い出ししてきますね」

　カフェ内でオーナーと同期の派遣社員さんと話し合った私は、オーナーからクレジットカードを預かり、階段を利用してロビーまで降りた。

　基本的に、ビルのエレベーターを利用するには、社員証が必要になる。私も一応、カフェの階から一階まで利用できるカードは貰っているのだけど、日中は遠慮して階段を利用していた。エルグマシステムズの社員に紛れてエレベーターを使うのは、何となくためらってしまうのだ。深夜などの、人があまりいない時間帯には使うこともあるけれど。

　でも、さすがに買い出しの荷物を抱えて階段を昇るのは大変だし、帰りはエレベーターを使わせてもらおう。

　そう思いながらロビーを横切り、玄関から外に出る。すると、横から「おや」と声を掛けられた。

「君はカフェの、筑紫さんじゃないか」

「え？」

　振り向くと、そこには修一郎さんが立っていた。

「あっ、こんにちは。こんな所で会うなんて、奇遇ですね」

　お昼に会うのは初めてかもしれない。修一郎さんは、いつも通りのパリッとしたビジネススーツ姿で、ほつれひとつない髪はオールバックに後ろへ流していた。

　秋の爽やかな日差しに照らされた修一郎さんは、カフェの店内で見るよりもずっと素敵に見える。初めてカフェ以外の場所で会ったからか、妙に照れてしまった。

　ちなみに、修一郎さんの後ろには男性の社員がひとりついてきている。修一郎さんは軽く後ろを振り向いた。

「君はここでいい。後は、私の仕事だけだからね」

「はい、それでは失礼します」

　男性社員は修一郎さんに頭を下げて、ビルに入っていく。

　修一郎さんの部下かな？　ということは、修一郎さんって役職に就いている人なのかな。

　少し気になったけれど、頭を横に振って考えるのを止めた。私はカフェの店員、修一郎さんはエルグマシステムズの社員。詮索するのは野暮ってものだ。

「今日のカフェの仕事は終わりなのか？」

　ふいに訊ねられて、私は慌てて修一郎さんを見上げる。

「いえ、これから買い出しに行くんです。明日からメニューの内容が変わるので」

「なるほど。それは楽しみだ。ちなみに、買い出しは車で行くのかな」

「いえ、徒歩ですよ」

　私が答えると、修一郎さんはギョッとしたように目を見開いた。

「と、徒歩？　大変じゃないか？」

「今日買うものはかさばらないものばかりですから」

「しかし……」

　修一郎さんは困った顔で私を見ている。もしかして、私が女だから非力だろうとか思っているのかな？

　私は彼を安心させるために握りこぶしを作った。

「大丈夫ですよ！　これでも私、結構力持ちなんです。十キロの米袋を二つ抱えてダッシュしたこともあるんですから！」

「そ、それは頼もしいね。だが、大変であることに変わりはないだろう。……そうだ、私の車で往復しようか？」

　名案を思いついたように、修一郎さんがパッと表情を綻ばせる。しかし私は「ええっ」と素っ頓狂な声を出してしまった。

「いいえ、結構ですよ！　悪いですし……」

「遠慮することはない。これは私のお節介なのだから、悪いとも思っていないよ」

「いやその、だって、修一郎さん仕事中でしょう？　車だって社有車でしょうし、部外者が乗ったりするのはよくないんじゃないかと」

　私が必死に断るも、修一郎さんは笑顔のまま、ポケットから車のキーを取り出してクルクル回した。

「実はね、俺の今日の仕事はもう終わっているんだ。あとは帰るだけなんだよ。そして車は俺の私物だから問題ない」

「えっ、でも、さっき男性の社員さんに、自分の仕事があるって言ってたような？」

「ああ、聞こえてしまったか。白状してしまうとね、今夜のフライトで海外に出張するんだよ。いろいろと準備もあるから、今日は早めに上がらせてもらったんだ」

　えっ、海外出張？　そういえばエルグマシステムズは外資系の会社なんだとオーナーが言っていたことがある。

「でも、それなら余計に忙しいんじゃ……」

「君の買い出しに付き合うくらいの時間はある。だが、時間がたっぷりあるとは言えないのでね。善は急げだ。さっそく行こう」

「ちょっ、あ、あのっ、修一郎さんっ！」

　修一郎さんは私の返事を聞かないまま、スタスタと社員ガレージのほうに向かってしまった。

　どうしよう。でも、ここで無視して去るわけにはいかないよね。

　仕方ない……、今日は修一郎さんのお言葉に甘えることにしよう。今まではカフェで少し会話をする程度だったから知らなかったけど、意外と彼は強引な性格をしているのかもしれない。

　私が小走りで修一郎さんの後を追うと、彼は一台の車の前で立ち止まった。同時に『ピッ』とロック解錠の音が鳴る。

「さあ、乗ってくれ」

「は、はい。じゃあ、お邪魔します」

　曇りひとつない、ぴかぴかに磨かれた車は真っ白で綺麗だった。ボンネットの先端には私でも知っているブランドロゴがついている。

　待って？　これあれだよね、外国の有名な高級車だ。一台で一戸建てが買えるお値段だったような記憶があるのだけど……。

「どうした？」

　助手席に乗ろうとして立ち止まる私に、修一郎さんが不思議そうな顔をする。

「え、ええと……その、外国車に乗るのは初めてで、あはは」

　頭を掻いて照れ笑いすると、修一郎さんは思い出したように「ああ」と言った。

「外車は助手席と運転席が逆だからね。この車は目立つので、個人的には早く乗り換えたいと思っているのだが、なかなかゆっくりと車を見に行くことができずにいるんだ」

「へ……へええ……そうなんですね」

　こんな高級車を『目立つから』という理由で他の車に乗り換えたいとか……私には全く理解できない。ただ、私が想像していたよりもずっと、修一郎さんはお金持ちなのかもしれない……。

　おっかなびっくり助手席に乗り込む。ふかふかした座り心地はとても良く、座席が大きくてゆったりしていた。

「さて、買い出しはどこでするのかな？」

「駅前通りの交差点を右に曲がった先にある業務スーパーです」

「ああ、あそこか。見たことがある。じゃあ行こう」

　修一郎さんがエンジンをかけて車を走らせた。車内はほのかに品のよいフレグランスの香りがしている。

　これ、なんだろう、素敵な香りだ。カーフレグランスではないようだけど……。

　私がくんくんと鼻を鳴らしていると、車を運転する修一郎さんがおかしそうに笑い出す。

「何か、変な匂いでもしているかな」

「い、いいえ！　変じゃないです。でも、フレグランスみたいな香りがするからつい嗅いでしまって」

　慌てて謝ると、修一郎さんは前を向きながら「そういう事か」と言う。

「俺が愛用している香水の匂いが、すっかり車に染みついているようでね。不快だったのなら謝罪しよう」

「全然不快じゃないですよ！　むしろお洒落ですよね。上品で、綺麗な匂いだと思います」

　そっか、これは修一郎さんが普段愛用している香水の匂いなんだ。

　ん、待てよ？　修一郎さんに近づくと、この匂いがするってことは、今の私は修一郎さんの匂いに包まれているということだから……つまり……。

「…………！」

　ぶわっと顔が熱くなる。そしてぶんぶんと手を横に振ってよこしまな気持ちを追いやった。

　な、なんてことを考えてしまったのだ。一瞬でも『修一郎さんに抱きしめられているみたい』と思ってしまうなんて。恥ずかしすぎる。

　それもこれも全て、修一郎さんが素敵なのが悪いのだ。

　私はため息をついて、フロントガラスから景色を見た。

「修一郎さんって、きっとオフィスの中でもモテるんでしょうねえ……」

　心の中で思ったことを口に出してしまうと、修一郎さんは意外そうに「え？」と首を傾げた。

「俺がモテるって？」

「は、はい。だって修一郎さんって、見た目がとても恰好良いし、私みたいな一介のカフェ店員にまで声をかけて親切にしてくれますし。そんな人、周りにいる女性が放っておかないと思います」

　焦るあまり、早口で言ってしまう。

　すると修一郎さんはおかしそうに「ははっ」と笑った。

「色々と褒めてくれて嬉しいけれど、俺は女性にモテたことはないよ」

「えええっ、うっそだ！」

　思わず素になって声を上げてしまい、私はハッと我に返って俯いた。

「すっ、すみません。つい、びっくりしてしまって」

「構わないよ。むしろ、普段もそれくらいフランクに接してほしいくらいだ」

「いやいや、さすがにお客様にそういう態度を取るわけにはいきません」

　私が首を横に振ると、修一郎さんはハンドルを握りながら、「お客様か」と、少し寂しそうな顔をした。どうしてそんな表情をするの？　思わず戸惑ってしまうじゃないか。

「でも、少なくとも今は、カフェの店員とお客さん、という立場ではないんじゃないか？」

「それはそうですけど……」

「なら、もう少し肩の力を抜いてもいいと思うよ。俺もそのほうが楽だからね」

「うう……わかりました、努力……してみます」

　確かに、今この時間の私と修一郎さんは、カフェの店員とお客さんという立場ではない。敬語を止めるのは難しいけれど、彼が楽になるというのなら、もう少し気兼ねなく話すようにがんばってみよう。

　車はゆるやかに進んで、やがて目的地だった業務スーパーに到着する。

　ショッピングカートに買い物カゴを載せていると、修一郎さんがスマートな仕草でカートの取っ手を握った。

「俺が運ぶから、必要なものを入れていくといい」

「すみません。こんなことまでさせてしまって」

　私が謝ると、修一郎さんは爽やかに笑った。

「これくらい大した事はない。さ、早く済ませてしまおう」

「は、はい！」

　私は早速メモ帳を取り出して、食材や調味料をカゴに入れていく。

　それにしても、修一郎さんって本当にいい人だなあ。会社ではどんな立場なのかは知らないけれど、先ほど部下みたいな人を連れていたし、誰かの上に立つ人で間違いないだろう。顔は勿論だけど愛想も抜群にいいから、営業職なのかもしれない。とすると、課長とか……いや、部長って可能性もある。

　そんな人が、私みたいなカフェ店員にまで親切にしてくれる。

　きっと、修一郎さんの人柄がとてもいいからなんだ。でも、ここまで親身になれる性格は、逆に苦労していそうだと思わなくもない。彼はちゃんと心や体を休めることができているのだろうか？

　買い物を続けながら、チラ、と修一郎さんを見上げる。

　彼は物珍しそうに業務スーパーに並ぶ商品を眺めていて、ふと、私と目が合った。

　そして、ニコ、と微笑む。

「…………！」

　ぶわっと顔に熱が上がって熱くなった。

　ダメ、ダメだ。修一郎さんの顔を見てはいけない。ドキドキしてしまう。

　もう、今までこんな風になったことなんて無いのに、どうして修一郎さんが相手になると照れてしまうんだろう。彼の顔がいいのが悪いんだ、うん。

　深夜のカフェにやってくる修一郎さんはいつも疲れた顔をしていたけれど、今の彼は疲れひとつ感じさせないほど生き生きしている。

　やっぱり、深夜まで仕事をするのは大変なことなんだろう。誰かの上に立つというのは、その立場に伴う責任を負うということだ。

　修一郎さんの周りには、愚痴を口にできる人がいるのだろうか。たまには弱音を吐いてもいいと思う。

　心から許せる人。そんな人が彼の傍にいたらいいのに。

　そう思った瞬間、胸の奥がちくんと痛んだ気がした。

　どうしてだろう？　わからない。

　なんだろう。さっきからずっと、余計なことばかり考えている気がする。

　私は自分の思考を閉じて、買い物に集中することにした。

　修一郎さんのことを考えると、なんだか心の中がモヤモヤして、落ち着かなくなる。

　それが嫌だから、黙々と必要なものをカゴに入れ続ける。すると、いつのまにか買い物カゴが二つ分、商品で満杯になっていた。

「……ひとつ、聞くけど」

「はい……」

「君はこの量をひとりで持って帰るつもりだったのか？　徒歩で？」

「すみません。思っていたよりかさばったみたいです……」

　しまった。本当は日を分けて買い物しようと思っていたのに、全部買い込んでしまった。

　修一郎さんは呆れたように笑って、軽く私の背中を叩いた。

「俺がついてきて正解だったな。さすがに米十キロ二つ分の重量は超えているだろうから」

「め、めんぼくないです」

　いたたまれなくなって俯くと、修一郎さんは私の頭に触れた。

　一際大きく心音が高鳴って、顔どころか耳まで熱くなる。

「ちょっと意地悪だったね。でも、どうか謝らないでほしい。俺は君の役に立てて嬉しいんだから」

「し、修一郎さん……」

　優しく労るように頭を撫でられて、きっと私の顔は真っ赤になっているだろう。

　これは親切。親切なんだ。彼は誰に対してもこれくらい優しい人なんだ。

　そう思い込まないといけないのに、心のどこかでほんの少し期待してしまうから困ってしまう。

　修一郎さん、意外と罪作りな人なのかも……。

　私はドキマギしながら支払いを済ませて、大量の購入品を車のトランクに積んでもらった。

「よし、会社に戻ろうか」

「はい」

「本当なら、カフェまで荷物を運んであげたいんだが、さすがにそこまでの時間はないかな……」

　腕時計をチラと見てから、修一郎さんが残念そうに言う。

「いえ、車で送って下さるだけでも悪いと思っているのに、更に運ばせてしまったら、それこそ私の面目が立ちません。大丈夫ですよ、カフェの同僚に手伝ってもらいますから」

「そうか。最後まで力になれなくてすまない。倉庫にいる社員に口添えしておくから、台車を使いなさい」

　運転を始めながら、修一郎さんがニッコリ微笑む。

　……本当にいい人だなあ。顔が良くて性格もいいなんて、完璧すぎる。

「ありがとうございます。お言葉に甘えて、台車は使わせてもらいますね」

　車はゆるやかに速度を早めて、会社に向かって行く。

　ああ、長かったようなあっという間だったような。ふとした偶然だったけれど、修一郎さんと一緒に買い物が出来て楽しかったな。

　でも……ほんの少し、寂しい。もっと話してみたかった。

　そんな、いちカフェ店員には高望みすぎることを考えてしまって、私は額を軽く叩いた。

「……思えば、こうやって君とゆっくり話す機会は今回が初めてだな。いつもは、店でコーヒーを淹れてもらうだけだからね」

　静かな口調で、修一郎さんが話しかける。

「はい。今日はいつもカフェで見る修一郎さんと違っていて、ちょっと新鮮でした」

　私が笑いながら言葉を返すと、彼は意外そうに「えっ」と首を傾げる。

「カフェで見る俺はどんな感じなのかな？」

　どうやら自分では自覚していないようだ。でも、言っていいのかな。

　私は少し悩みつつ、言葉を選んで答えることにした。

「ええと、今よりも元気がない感じで、落ち込んでるような雰囲気といいますか……」

　言葉の意味が伝わっているだろうか？　私が窺うように修一郎さんを見上げると、彼は納得顔で顎を撫でていた。

「なるほど。ようは疲弊しきった酷い顔なんだな」

「うっ、はっきり言うとそうです。で、でも、酷くなんてありませんよ！」

　せっかく言葉を選んだのに、修一郎さんは自身でバッサリ言ってしまった。

　彼はクスクス笑って、困ったような笑顔を浮かべる。

「完全に無自覚だった。少なくとも会社では一切気を抜いているつもりはなかったが、君を前にすると、どうも素になってしまうようだ」

　そう言って、彼は軽く息を吐く。駅前の交差点で赤信号になって、彼は車を停めた。

「つまり、そういう事……なんだよ」

　ぎゅ、とハンドルを握る手に力を込める。そんな修一郎さんを見ていると、彼はふいに私に顔を向けた。

　その瞳があまりに熱っぽく、甘いものだったから、私は言葉を失ってしまう。

「俺はね、どうやら君にだけは、そのままの俺を出すことができるらしい」

「そのままの……俺？」

　どういう意味か分からず、私は訊ねた。

　信号が、青に変わる。

　修一郎さんは前を向いて、運転を再開した。

「筑紫さんだけが、俺の心を溶かしてくれるんだ。どんなに疲れた時も、君の顔を見ると安らぐ。君が淹れてくれるコーヒーが、ささくれた俺の心を癒やしてくれる」

　私はその言葉に目を丸くした。

　――そうありたいと思っていた。いつも疲れた顔でカフェに来る修一郎さんを少しでも労ってあげたいと、願っていた。

　私の気持ちが届いていたことが、何よりも嬉しい。

「ありがとうございます。そう言ってもらえると、バリスタ冥利につきます。まだ駆け出しですけどね」

　照れつつも礼を口にした。しかし、修一郎さんはどこか真面目な顔つきで運転を続けている。

「違うよ。そういう意味で言ったんじゃない」

「……え？」

　ぱちぱちと目を瞬きする。

　修一郎さんは至って自然体で、まるで世間話をするように、言葉を続けた。

「俺は君だからこそ癒やされたのだと思うし、きっと最初にカフェで出会った時から惹かれていたんだ」

「修一郎さん……」

　ドキドキと胸が高鳴る。これは期待？　私は彼に期待しているの？

　ダメだ。そんな気持ちになってはいけない。あんなにも自分を律しようって思ったじゃない。

　私は一介のカフェ店員で、修一郎さんはカフェのある会社の社員。お客様を好きになるのはよくないことだ。特に罰則はないけれど、モラルとしてダメだと思うのだ。

　けれども、会社に到着してガレージに車を停めた修一郎さんは、静かに私を見つめた。

「筑紫さん。……いや、夕陽。俺は君が好きなんだ。君の淹れてくれるコーヒーを、カフェ以外でも味わいたい。もっとプライベートな君を知りたい。俺の傍にいてほしい」

　私は完全に言葉を失ってしまった。

　それはずっと欲しかった言葉だったかもしれないし、同時に言われたくないと思っていた言葉なのかもしれない。

　カフェの店員としては断らなければならないけれど、私はずっとカフェカウンターの内側から修一郎さんを見ていた。

　コーヒーを渡す時に少しだけ言葉を交わすのが楽しみになっていた。

　修一郎さんの硬質で整った顔に時々見蕩れて、耳に低く響く声に心をときめかせて。

　きっと彼はたくさんの女性から言い寄られているはず。彼ほどの素敵な人を放っておくわけがない。だから私は、彼に憧れる大勢のなかの一人なのだと思って、淡いその気持ちを隠していた。いつか諦めなくてはいけない気持ちだと、自分に言い聞かせていた。

　けれども今、修一郎さんにはっきりと告白されて。

　私は否応なく自覚してしまった。

「嬉しい……です」

　それが正直な気持ちだ。舞い上がるほど、踊り出したくなるほど、嬉しい。

　密かに憧れていた人が私を見てくれたこと。嬉しくないはずがない。

「私も、修一郎さんのこと、好きです。いつの間にか、好きになっていました」

　カフェに来店してくれる数多くのお客様。色々な人がいるけれど、修一郎さんは私の中で特別だった。誰よりも気になって、意識を向けてしまった。

　たったひとり、修一郎さんだけ。他の人にはそんな気持ちを一切持たなかった。

　理由は『好きになったから』。これほど納得できる理由はない。心にしっくり来た。

「でも、私なんかが修一郎さんを好きになっちゃダメだって思っていたから」

「どうしてだ？　人を好きになるのに、良いも悪いも無いだろう」

「だって私は単なるカフェの店員です。エルグマシステムズの社員でもないし、修一郎さんのこと、何も知らないし……」

　指をもじもじさせて言い訳してしまう。

　そうだ。私は修一郎さんのこと、何も知らない。会社でどういう立場なのか、普段はどういう仕事をしているのか、それすらもわからない。

　知っているのは、深夜まで仕事に励んで、顔に出るほど疲労をため込んでいるのに、真面目で気丈にふるまう、自分にとても厳しい人。そして、笑顔が驚くほど優しくて、親切で、素敵な人だということだ。

「ただ、修一郎さんの疲れを癒やしてあげたいと思っていたんです。つきあいたいなんて大それたことは思っていませんでした。だから……」

　私が言葉の続きを言おうとしたところで、修一郎さんが私の手首をぎゅっと握った。

　大きくて、力強い手。心まで掴まれたみたいに、身体が震える。

「それなら、これから知っていけばいい」

「修一郎さん……」

　顔を上げると、目の前に、真面目な表情をする修一郎さんがいた。

「俺も、君に言っていないことがある。少しずつ歩み寄った後に、いつか言わなければと思っていることだ。しかし、君と絆を深めたくても、カフェの店員と客という立場では、いつまで経っても互いを知ることはできない。そうだろう？」

　問われて、私は頷く。

　確かに修一郎さんの言うとおりだ。カフェで言葉をやりとりできる時間は、あまりに少ない。お互いを知るには、もっと時間をかける必要がある。

「それなら、俺の恋人になってほしい。俺はもっと君を理解したいし、君にも俺を理解して欲しいからだ。俺は君に愛されたい。傍にいて、俺の心の支えになって欲しい」

　修一郎さんが、両手で私の手を握って真摯な瞳で見つめるから。

　私の身体はみるみる熱を持ち、まるで夏に戻ったみたいに、暑くなる。

「君だけなんだよ。俺がそう思ったのは」

「う……」

　恥ずかしい。照れてしまう。いきなりの告白に、頭はすっかり混乱している。

　けれども、私だって修一郎さんを知りたい。ただの店員とお客様。その関係から脱して、特別な仲になれたら素敵だと思う。

　いいのかな。頷いても、いいのかな。

　誰に問うわけでもなく、私は心のうちで、疑問を投げかける。

「頷いてほしい。夕陽」

　こんなに熱意のある告白は初めてだ。いや、告白されること自体、初めての経験なんだけど。

　でも、彼をもっと知りたいのなら。理解したいと望むなら。

　私も一歩を踏み出さないと、何も始まらない。

　まだ迷いはある。心配や不安がないわけではないけれど……。

　私は決意して、コクリと頷いた。

　ぱっと修一郎さんが目を見開く。

「知らないのなら、知ればいい。私もそう思います」

「それなら夕陽、俺の恋人になってくれると？」

「ま、まだその、恋人ってはっきり言えるほど、私は自分に自信があるわけではないですけど……おつきあいは、してみたいです」

　それは恋というより好奇心なのかもしれない。

　男性とつきあうこと自体が初めての私は、まだ恋の現実を知らない。だからこの選択は軽率なのかもしれない。

　でも、無知は悪いことではないと思う。知る努力をすればいいだけなんだから。

　私がカフェ経営をしたいという夢を持っていて、その夢に向かって勉強しているみたいに、恋も修一郎さんも、これから知っていけばいいんだ。

「私に修一郎さんを教えてください」

　心を決めてそう言うと、修一郎さんは今まで見たことがないほど嬉しそうな顔をした。

「ああ。俺を知って、もっと好きになって欲しい。そのための努力は、惜しまないよ」

　握った手をそっと自分に寄せて、彼は私の手の甲に口づけを落とした。

　その瞬間。頭上が爆発しそうなほど顔が熱くなったのは、言うまでもない。

















第二章　三善修一郎の正体












　心が浮き立つとは、今のような気持ちを表すのだろうか。

　俺、三善修一郎の言葉に、筑紫夕陽は多少の迷いを見せながらも、頷いてくれた。

　突然の告白に驚いたかもしれない。それでも、俺の手を取ってくれた。

　まるで頭の中に天使が現れて、福音のラッパを吹き鳴らすよう。

　大げさかもしれないが、それくらいの幸せを感じた。

　不誠実にも名前くらいしか伝えず、その他のことを何ひとつ教えていないような男だ。それでも、夕陽は俺を受け入れた。

　感謝しかない。夕陽は俺が思うよりもずっと、心の広い女性なのだろう。

　彼女の優しさに甘えているようで、申し訳なくなる。

　だが、いきなり俺のことをすべて教えることは憚れるのだ。ようするに、怖かった。

　夕陽の柔らかくて温かい手が離れてしまうことが、何よりも恐ろしかった。

　だからゆっくりと距離を縮めていきたい。そうすれば、必ずすべてを話せる時が来るはずだ。

　俺の立場。俺の妻になることで、彼女の生活にどんな影響を及ぼすのか。

　拒否されないように、逃げられないように。――真綿のように柔らかく彼女を囲んで、逃げ道を無くして、ずっと俺の傍にいてほしい。

　望むのは、それだけ。

　三十年生きてきて、俺は初めて恋をした。
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　俺に朝出勤という概念はあまりない。会社は二十四時間のフレックス制度を導入していて、仕事があれば夜中でも出社するし、夜通し仕事をして、朝方に退社することもよくあるからだ。

　特に外国の取引先と打ち合わせする時は時差の問題もある。こればかりは仕方がないことだろう。

　二週間の海外出張を終えて帰国する。俺は成田空港に到着するなり、恋人になったばかりの夕陽にメールを打った。

　本当ならすぐにでもデートに誘って、食事をしながら話をしたかった。しかし、俺が告白したのは海外出張の直前だったのだ。自分でもアレはないと思う。もっとタイミングを計れと言うのだ。

　しかしあの時しかチャンスはなかったのも事実だ。夕陽の買い出しに偶然居合わせて、今しかないと確信した。カフェバリスタと一介の客という薄っぺらい関係から脱却するのは、この時しかないのだと。

　カフェで、夕陽と一言二言話しただけでもわかる。彼女は真面目な性格をしていると。

　彼女の職場であるカフェの中で口説いても断られるだけだとすぐにわかった。

　だから、カフェ以外の場所で告白する必要があったのだが、俺と夕陽はなかなか時間がかち合わない。どうしたものか、彼女の終業時間を調べてロビーで待ち伏せするしかないのかと考えていた時に、偶然ビルの玄関で出会ったのだ。

『今、帰国したよ。夕食がまだなら、一緒にどうかな？』

　夕陽のシフトは把握している。今日は夜番ではないから、今ごろは家に帰っているはずだ。

　しばらく空港で返事を待っていると、スマートフォンが着信音を鳴らす。

『おかえりなさい！　夕飯はまだなので、どこかで待ち合わせしましょうか？』

　可愛い絵文字と一緒に、夕陽の返事が来た。心が沸き立ち躍り出す。

　早く会いたい。二週間も夕陽の顔を見ることができなかったのだ。今の俺には圧倒的に夕陽が足りない。

『家で待機していてくれ。車で迎えにいくから』

　そうメールを打って、空港の駐車場に赴く。年甲斐もなくウキウキした気持ちで、足取りは軽い。油断するとスキップを踏んでしまいそうだ。

　その時、俺の気持ちに冷水を浴びせるような着信音が鳴った。

　足を止め、ハーフコートのポケットからスマートフォンを取り出す。相手は――思ったとおり、矢吹だった。

「三善だ」

『お疲れ様です。そろそろ帰国したころかと思って、連絡しました』

　淡々とした感情のない男の声。彼は矢吹といって、俺の第一秘書だ。

「今日は特に仕事はないはずだが？」

「はい。ですが、アクツコーポレーションの阿久津様より伝言を預かっております。早急の面会を希望されておいでです」

　俺はこれみよがしにため息をついた。アクツコーポレーションの代表から直接連絡が来れば、俺に連絡するのは道理だ。矢吹に非はない。だが、阿久津からの連絡は十中八九『例の件』についてなので、げんなりしてしまったのだ。

「わかった。明日の夕方でよければお会いしよう」

『そうですね。私もその時間しかスケジュールがねじ込めないと思っていました。タイムリミットは三十分ほどですね』

「ああ。別会社の会長との食事が控えているからね」

　矢吹と打ち合わせをしながら歩を進め、自家用車の前でロックを解錠した。

「用件はそれだけか？　なら、後のことは明日出社した時に……」

『三善社長、ひとつ質問してもよろしいですか？』

　その一言で、俺の動きはピタリと止まった。

『プライベートの事ですから深く詮索するつもりはありませんが、社内カフェのバリスタ・筑紫夕陽さんに対する感情は、遊びではなく本気ですか？』

　単なる興味本位の質問ではない。矢吹は真面目に訊ねていた。

　そして、俺もその質問の意図を、よくわかっている。

　だから目を瞑って覚悟して、ゆっくりした口調で答えた。

「ああ、本気だ」

『まだ、話していないんですよね？』

「……そうだ。まだ早い」

　早いのではない。怖いだけだ。きっと矢吹のことだから、俺の本音などお見通しだろう。『分かりました。それだけ聞ければ充分です。それでは、お疲れ様でした』

　矢吹は最後まで淡々とした口調で言って、ぷつりと電話を切った。

　俺はスマートフォンをポケットに仕舞ったあと、ひとつため息をついて車のドアを開ける。

　エルグマシステムズ、代表取締役兼ＣＥＯ。それが俺、三善修一郎の肩書きだ。

　大層な肩書きの割に、毎日の仕事は地味なものだ。株主の要望を吸い上げ、吟味したのち、社内に的確な判断を下す。大手の取引先の代表者と取引前に談合し、根回しすることもある。

　ようは社員が働きやすい環境を構築し、株主がある程度満足するよう、取り計らう。代表者として責任を負う立場であるが、基本的には裏方に徹したほうが動きやすい。

　会社を経営していると、時に非情な判断を下さなければならない時がある。

　仲良しごっこをしていては、成り立たない出来事もある。

　幼少の頃から外国に在住していた俺は、学生時代に会社を立ち上げ、経営を軌道に乗せた。そして両親の故郷である日本に拠点を変え、会社を大きく成長させた。

　その最中で、何度も選択を迫られた。

　何かを守るために、何かを切り捨てる。そんな判断を何度も下してきた。

　元来、俺の心は弱かったのだろう。

　何度も非情な選択をして、俺の心は段々と何も感じなくなった。麻痺してしまったという言い方が正しいのかもしれない。

　絆を深めれば、憎しみが募ることもある。だから俺は社員と深く関わることを止めた。

　全てに対して平等に扱った。役職があろうが、なかろうが、関係ない。

　使えなくなったら切るしかないのだ。すべては実力社会。勿論俺自身も例外ではない。そうしなければ経営の世界で生きていけない。

　――冷徹なＣＥＯと、社員が噂しているのを聞いたことがある。血も涙もなく情もない。団結を重んじるこの国にはそぐわない経営方法だと非難されたこともある。

　だが、俺には多くの社員の生活を守るという使命がある以上、何と言われてもやり方を変えるつもりはない。

　自分に出来ることは全てやる。努力は惜しまない。

　そうやって、俺は矢吹の完璧なスケジュール管理のもと、隙間なく仕事をしてきた。プライベートもかなぐり捨てて、全て会社のために動いてきた。

　それでいいと思っていた。自分は耐えられるから大丈夫だと。

　だが、本当は心に負担をかけ続けていたのだろう。俺は自分が意識するよりもずっと、疲労していたらしい。

　筑紫夕陽に出会ったのは、そんな頃だった。
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　成田から車を運転して、夕陽が住むアパートに到着した時にはすでに時計は午後八時を差していた。安全運転を心がけつつ、できる限り急いだつもりだったが、予想よりも道路が混んでいたのだ。

　夕陽はすっかり空腹だろう。申し訳ないことをしてしまった。

　俺がスマートフォンで到着したことを伝えると、夕陽はすぐにアパートから出てきた。

　初めて見る、プライベートの夕陽。

　彼女は茶色のシャツワンピースに白いレギンスというラフな服装で、カフェではひとくくりにしているセミロングの髪の毛をまっすぐに下ろしていた。

　ああ、可愛い。夕陽を見るだけで、長時間のフライト疲れがみるみる癒やされていく。

　俺が運転席から身体を乗り出して助手席の扉を開けると、夕陽は照れた顔をして「お邪魔します」と車に乗り込む。

「海外出張お疲れ様でした」

「ありがとう。こんなにも出張を呪ったのは初めてだよ。それくらい、君と離れるのが寂しかった」

　素直に思ったことを言うと、夕陽が顔を真っ赤にして俯く。

　その照れた顔はこちらも照れてしまうほど可愛くて、すぐにでも抱きしめたくなってしまった。

「夕陽は、どう思っていた？」

　キスがしたい。この腕に閉じ込めたい。

　夕陽を恋人にしたいという望みが叶った途端、次から次へと新しい望みが湧き出す。自分はこんなにも欲張りな性格をしていたのかと、驚いてしまうほど。

　夕陽はしばらく俯いていたが、ぎゅっと手を握ったかと思うと、勢いよく俺に顔を向けた。

「わっ、私も、さ、寂しかった、です！」

　顔を真っ赤にして。言葉を口にするのが恥ずかしくてたまらないという表情をして。

　それでも俺が欲しい言葉を口にしてくれる。俺を想う気持ちを話してくれる。

　ああ、やっぱり、夕陽は可愛い。可愛すぎる……。

「よかった。夕陽に恋人になってもらったのに、俺はすぐ海外へ飛んだからね。もう忘れられていたらどうしようかと心配していたんだ」

「そっ、そんな薄情なことしません。その、恋人……と言われると、身体がむずがゆくなってしまいますけど。私、男の人とつきあったことないから、具体的に恋人同士が何をやるのか、よくわかってないですし」

　ぽりぽりと頬を掻く夕陽に、そっと手を伸ばした。

　優しく撫でると、とろんとした目で俺を見つめる。

「恋人同士が具体的にやる事なんて、そう特別なものはないよ。とりあえずは、ごはんを食べにいくかい？」

　訊ねると、まるで夕陽の気持ちを代弁するかのように、彼女のハラが『きゅるる』と音を立てた。

　途端に腹を抑え、顔を赤らめる夕陽。今すぐ自分のマンションに連れていって閉じ込めたい。

「す、すみません……。えっと、お願いします」

「聞かなくても、すっかり空腹のようだね」

「はい。ぺこぺこです。ところでどこに行くんですか？」

　夕陽の質問に、俺はハンドルを握ったまま少し黙って考える。

　どこに行く……どこに行こう？

　普段使っている店なら、都心にあるホテルのレストランがお勧めだ。鉄板料理で、目の前でステーキやシーフードを焼いてくれる。

　だが、それは夕陽の日常ではない気がした。

　まだ俺のことは隠していたい。それに、先に夕陽の価値観を知るべきだろう。

「夕陽は何が食べたい？」

「私ですか？　う～ん、そうですね」

　夕陽は少し悩み顔を見せる。

「中華料理……ラーメンかなあ……。でも、修一郎さんは運転中でお酒はダメですから、味の濃い中華よりも、おいしいオムライスのほうがいいかもしれませんね」

「代行で帰るから構わないよ。かくいう俺もラーメンが食べたくなった。というか、日本に帰ったばかりだから、日本の料理が恋しくてたまらない」

「なるほど～。でも、ラーメンって日本の料理とは言えないような？」

「ラーメンはもはや日本のソウルフードに近いものがあると思うよ。地方によって味が違うようだし」

　様々な人から聞いた情報を思い出しつつ言うと、夕陽は「確かに」と納得顔で頷いた。

「そうですね。中国のラーメンと日本のラーメンは全然違うって聞いた事あります。それじゃあ、私のお勧めのラーメン屋さん、教えますね！」

　夕陽がニコニコ笑顔でナビを始めた。俺は運転しながら自分の幸せを噛みしめる。

　自分の欲しかったものがようやくわかった。愚かにも三十年気づかなかったものに、夕陽が気づかせてくれたのだ。






　俺の両親は、外国に移住したのち、興した会社の経営を成功させた。俺はそんなふたりの間に生まれた。

　両親は金儲けに夢中で、俺は単なる夫婦生活の結果だった。

　赤子からシッターに預けられて育った。俺にとって両親は最も遠い近親者だ。

　必要最低限の養育費は出してもらえたので、スクールからカレッジまでつつがなく通えたことは、感謝するべきところだろう。

　俺は、どうやら器用な子供ではあったらしい。何でもそつなくこなして、勉学もスポーツも特に苦も感じないまま好成績を収めてきた。

　カレッジでビジネスの機会を掴み、会社を興したのは、そんな自分自身に対する挑戦だったのかもしれないし、あるいは、俺に何ひとつ興味を示さない両親を見返したいという子供っぽい反抗心だったのかもしれない。

　果たして、俺は会社の経営をひとまずは成功させた。だが、それで終わりではない。会社は成長させなければならないものだ。

　俺は、両親がいる舞台を離れて、彼らが帰らない故郷で生きることを決めた。

　けれども、新しい土地での生活は思っていた以上にストレスがかさむ。経営も順風満帆とはいえない。油断はできず、常に隙なく振る舞う孤独な日々。

　……疲れていた。そう、俺は疲弊していた。そう見えないように気を張りながら、その実、心が悲鳴を上げていた。

　弱音を吐く権利なんてない。愚痴を口にするのは許されない。

　それは会社の全責任を負う人間がしてはいけないことだ。会社を守るために何かを切り捨てる俺は、孤独を受け入れて生きなければならない。

　――オフィスカフェに立ち寄ったのは、初めは気まぐれだった。

　こんな夜中まで営業しているのか、と意外に思ったのだ。

　時刻は午後十一時。深夜ともいえる時間だ。社内環境改善の一環としてオフィスカフェを導入したものの、経営はカフェオーナーに丸投げしていた。

　確かに、二十四時間フレックス制であるこの会社であれば、深夜まで営業してもおかしくない。だが、一体誰がバリスタをしているのか。

　そんな好奇心から、オフィスカフェに入った。

　さすがに、深夜にカフェを利用する社員は少ないようで、客は俺ひとりだった。

　バリスタは木漏れ日のような温かい笑顔を見せて、メニューを訊ねる。

　こんなに若い女性が深夜まで働いているのかと若干驚きながら、何でもいいとぶっきらぼうに注文すると、彼女は少し悩んだ後、コーヒー豆を自分で決めて淹れはじめた。

　その丁寧な手つきに、しばし目が奪われる。

　細い指先で、コーヒーポットから湯を注ぐ様。

　まるでコーヒー豆と会話しているように、その目は優しくていたわりに満ちている。

　ふわりと漂う香ばしいコーヒーの香りに、頑なな心が溶かされる。

「マンデリン産のお豆です。シティローストを、ネルドリップで淹れました。雄大な大地を思わせる深い味わいと苦みが特徴ですが、口当たりはまろやかに仕上げました」

　そう説明して渡されたのは、一杯のホットコーヒー。そして、小皿にチョコレートが三粒載っていた。

「お仕事お疲れ様です。こちらのコーヒーはチョコレートとの相性が抜群に良いので、甘いものが苦手でなければどうぞ」

　にっこりと微笑む、その笑顔から目を離すことができなかった。
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　思わず名前を聞いてしまって、彼女は素直に自分の名前を口にする。

　筑紫夕陽。

　忘れられない、俺と彼女が出会った思い出だ。
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　夕陽のお勧めラーメン屋は行きつけの店らしい。彼女のことをまたひとつ知ることができて嬉しくなる。

「ここはね、鶏ガラの塩スープがおいしいラーメンを出してくれるんですよ」

　ニコニコ笑顔で夕陽が店の扉を開ける。中は細狭く、カウンター席が並ぶだけの小さなラーメン屋だ。

　店内に入ると鶏ガラの香ばしい匂いが鼻をかすめる。

「ああ、おいしそうな匂いだ」

　俺が言うと、夕陽は嬉しそうに笑って空いている席に座る。

「ここはラーメンだけでなく、餃子も美味しいんです。明日が休みの日はだいたいここで夕ご飯を食べちゃうんですよね。お勧めメニューは、ラーメンセットですよ」

　夕陽にメニュー表を見せてもらった。ラーメンセットとは、目玉商品のラーメンと餃子、生ビールという内容らしい。

「じゃあこれにしようか」

「はい、じゃあ注文しますね」

　夕陽は店のスタッフにラーメンセットをふたつ注文した。すると、さっそく生ビールが入ったジョッキと、お通しの枝豆がカウンターに置かれる。

　おお、何だか普通のサラリーマンみたいで、個人的にとても新鮮だ。会社の食堂で『生ビールと枝豆のコラボは庶民の贅沢だ～』と営業部の社員が話しているのを小耳に挟んだが、これがそういう贅沢なんだな。

　実は、枝豆やラーメン、餃子が、全て初めての経験だなんて、夕陽に言ったら世間知らずだと笑われてしまうだろうか。

　長く海外暮らしで、食生活は全く違っていたし、日本に来てからも、食事は殆ど社員食堂で済ませるか、近くにあるホテルのレストランに行くくらいだった。

　自炊をするような時間はない。コンビニに行ってみたい好奇心はあるが、まだ勇気は出ていない。こんな風に、気楽に食事ができるような人など、いなかった。

　ビール自体は飲んだことはあるけれど、ジョッキで飲むのは初めてだ。店で中華料理を食べる機会はあったが、なぜか餃子とラーメンを食べる機会には恵まれなかった。

　わくわくする。こんな気持ち、子供の頃ですら持たなかった。

「じゃ、乾杯しましょう」

「何に乾杯するのかな？」

　夕陽と一緒にジョッキを持って訊ねる。彼女は「うーん……」と少し悩み顔を見せた。

「じゃあ、修一郎さんが海外から無事に帰ってきてくれたという乾杯で！」

　名案を思いついたように満面の笑みを見せる。

　俺はグラッとめまいを覚えて、何度も深呼吸をした。

　なんて可愛いことを言うんだ。夕陽の傍にいると、こんな風に自分自身が異常状態に陥ってしまうことが多い。彼女と会話するたび、傍にいるたび、幸せすぎて頭がおかしくなりそうだ。

「ありがとう。夕陽は俺の旅の無事を祈ってくれていたんだね」

「もちろんですよ。ずっと修一郎さんのことを考えていました」

　ずっと……ずっと……！

　彼女の中で、俺という存在がしっかりと確立されているのだ。とてつもなく嬉しくなる。夕陽のきらきらした瞳には俺しか映っていなくて、彼女がとても一途な性格をしているのだとわかった。

　例え俺に押し切られるような始まりでも。俺のことをよく知らないゆえの迷いを抱えていても。

　こうやって気さくに歩み寄ってくれる。俺を想ってくれる。

　幸福を感じずにはいられない。やはり俺の直感は当たっていた。彼女しか、俺を幸せにしてくれる人はいない。

　ビールジョッキをゆっくり傾ける。存分に冷やされたビールは爽やかで、乾いた喉を気持ち良く潤した。

　隣を見ると、夕陽が両手でジョッキを持って、コクコクと美味しそうに飲んでいる。

　……美味しい。そう、とても、美味しい。

　俺は酒に強い体質だったこともあって、酩酊に楽しみを見いだしたことが無い。酒というのは、取引先との会食で相手の滑舌をなめらかにする程度の存在でしかなかった。

　それなのに、初めて美味しいと思った。ほろ苦いビールの味が、クリーミーな泡が、しゅわしゅわと程よい刺激をくれる発泡が、俺の酒に対する概念を軽く覆す。

「枝豆美味しいですね～」

「ああ、塩加減が好みだ」

　明らかに冷凍食品の枝豆なのに美味しい。俺の舌が完全におかしくなっている。いや、もしかすると、ようやく『普通』になれたのかもしれない。

　今までは、食事にそこまでの興味を持つことができなかった。確かな腕を持つシェフの料理くらいでしか心を動かされることはなかった。

　むしろ、そんな俺の食事情のほうが『異常』だったのだろう。

「夕陽は、普段から酒を飲むのか？」

「そうですね。明日が仕事の日は飲まないですけど、休みの前日はちょっとだけ飲むのが好きです。普段は缶ビールとか、甘いチューハイとかですけどね」

「なるほど。ワインは……飲まないのか？」

　カウンターで指を組んで訊ねる。俺が今まで飲んできた酒の中で一番縁のある酒はワインだった。別段好きというわけではないが、自分が飲み慣れているせいか、気になった。

「ワインはあまり飲まないですね。種類も多いし、値段の幅も広すぎて、何がいいのか全然わからないんですよ」

　困ったように笑う夕陽に、自然と自分の口から言葉が零れ出る。

「では、近いうちに俺のお勧めのワインバーに行かないか？　近くのホテルにある店なんだが、なかなかワインの揃えがいい。きっと気に入る一本が見つかるだろう」

「ほ、ホテルですか？　なんだか高級そうで身に余るというか、私は場違いかなって思うんですけど」

　夕陽がぽりぽりと頬を掻く。俺はすぐに首を横に振った。

「そんな風に構える必要はない。服だってラフなものでいいんだよ。そうだ、その日にデートをしないか？　昼は街を散策して、夜は少し飲もう。きっと楽しい一日になると思うよ」

　百パーセント俺が行きたいだけなのだが、懸命に夕陽を誘う。

　彼女は少し悩むように目を閉じた後、にっこりと俺に微笑んだ。

「わかりました。楽しみにしてますね」

　心の中でガッツボーズをする。やっぱり夕陽は優しい。

　彼女に俺の立場は言っていないが、多分、俺の言葉の端々から価値観の違いを感じ取っているだろう。それでも彼女は深く訊ねない。俺の口から話す日を待ってくれている。今の俺はいくじがなくて、完全に夕陽の優しさに甘えている状態だけれど……。

　それでも俺の誘いに乗ってくれる夕陽の心遣いが嬉しい。

　やがて店員が来て、カウンターに餃子とラーメンを置く。

　こんがりと焼いた餃子の皮はパリッと歯ごたえがよく、中の餡は野菜がたっぷり練り込まれていて、見た目よりもずっとあっさりした味わいだ。

　隣を見ると、夕陽は幸せそうな顔で餃子を頬張っていた。

「あ～、餃子とビールのコラボは最強の贅沢ですよね！」

「……ははっ」

　思わず笑ってしまって、随分久しぶりに、声を出して笑ったと思った。

「私、何かおかしなこと言いました？」

　至って普通のことを言ったはずなのに、と夕陽が不思議そうに俺を見上げる。

「いや、会社で全く同じことを言っている人がいたのを思い出したんだ。営業部の社員なんだが、社員食堂で熱心に話していたんだよ。枝豆や餃子と、ビールの相性をね」

「それは……はい。私もその社員さんに全面同意です。でも、ここはラーメンも合うんですよ。あっさり味だから、餃子と一緒に食べてもくどくないんです」

　夕陽がラーメンに白胡椒を軽く振りかけて、麺を箸でつまみ上げる。俺も夕陽に倣って白胡椒を振った。

　つるっ、ずるるっ。

　夕陽が軽く音を立てて麺をすすっている。

　俺は、音を立てて食べるという行為が、どうにも苦手だ。外国暮らしの頃、こういった麺料理を食べる機会はなかったせいで、食べ方が難しい。

　だから、まるでパスタを食べるように、箸に麺を巻き付けて食べてみる。

「んん、これは……」

　塩ラーメンと夕陽は言っていたから、確かに塩っぽい味がする。しかし塩辛くはない。

「美味しいですか？」

「ああ、予想していたよりずっとうまい。あっさりした塩味で、鶏のうまみがよく出ているね。心なしか、味わいが少し甘い気がするよ」

「そうなんですよ。きっと鶏ガラスープのコクが甘く感じるんでしょうね。細麺なのも私のお気に入りなんです。それから鶏ハムが柔らかくてジューシーで、しかもヘルシーなんですよね」

　笑顔で夕陽がラーメンについて語る。

　ああ、本当に可愛いな。初めて食べたラーメンが夕陽と一緒で良かった。

　他にもたくさん、これからもいっぱい、彼女と日々を過ごしたい。

　傍にいてくれるだけで、こんなにも自分の心が癒やされる。心が温かくなって、穏やかな気持ちになれる。

　俺は、夕陽に出会えたことで、少しずつ人間らしさを取り戻しているのかもしれない。

　――あの日。あの夜に感じた味わいを。心に染み渡るような心地よさを。

　俺は決して忘れることは無いだろう。

　君にとって俺は一介の客だった。特別でも何でもなく、他の客と同じように、俺に一杯のコーヒーを淹れてくれたんだ。

　夕陽の人柄を思えば、そんなことは深く考えなくてもわかる。彼女は誰に対しても平等に心優しい女性なのだ。

　しかし俺は望んでしまった。

　夕陽の優しさを、木漏れ日のような笑顔を、温かい一杯を。

　俺だけのものにしたい。俺だけで独占したいと。

　――俺はあの時、強く望んでしまった。

　それがはじまり。夕陽に恋をした瞬間だった。

















第三章　淡い恋物語は、冷たい現実に消える












　考えていたよりも日々は幸せで、迷っていたけど彼に会う日が楽しみだった。

　修一郎さんと恋人としてお付き合いを始めて、三ヶ月。

　季節は冬。年越しや年明けなどのイベントが過ぎて、そろそろ世間がバレンタインに浮き立つ二月初旬。

　今日は節分だったので、本日のコーヒーに添えるお菓子は豆菓子だ。小袋に入った豆菓子を口にした社員のお客さんが「豆菓子なんて久しぶりだなあ」と懐かしそうに呟いた。

　最初は修一郎さんとのお付き合いはどんなふうになるんだろうと、期待と不安が半分という気持ちだった。

　恋人ができるのは初めてという怖さもあったと思う。けれども、自分が抱いた憧れの気持ちに嘘をつきたくなくて、私は修一郎さんの恋人になることを決めた。

　修一郎さんは基本的にとても多忙な人で、海外のみならず、日本国内でもしょっちゅう出張に出かけている。おまけに夜遅くまで働くことも少なくなく、ちゃんと休日を取っているのだろうかと心配になってしまうほど、彼は仕事のムシだ。

　前から忙しそうな人だと思っていたけれど、ここまでとは思わなかった。

　でも、修一郎さんはそんな多忙な中でも、私に会う時間を作り出しては積極的にデートに誘ってくれたり、夕食を一緒に食べようと連絡してくれる。

　高級そうな外国車に乗っているし、仕草のひとつひとつが上品だし、とても紳士的な性格をしているから、最初は正直、身の丈に合わないかもしれないと思っていた。

　彼から滲み出る高貴な雰囲気に、私自身がいつかついていけなくなる気がしていたのだ。

　でも、蓋を開けてみれば、まったくそんな事はなかった。

　修一郎さんは、私が想像していたよりもずっと気さくな人で、よく笑う。

　バリスタとお客様という関係ではわからなかった、修一郎さんの色々な表情を見るたび、心が浮き立つ。

　このところは、とても幸せな日々だ。時々、この幸福に怖くなってしまうほど。

　さて、今日は朝番である。私はオフィスカフェでいつもどおり仕事をしていた。

「いらっしゃいませ。本日のランチのお勧めは、コナコーヒーとリコッタチーズを使ったパンケーキのセットです」

　ランチタイムに来店した二人組の女性社員さんは「じゃあそれで」と注文した。

「ねえねえ、あの店員さん、最近雰囲気変わったよね」

「一段と元気になった感じだよね。いいことあったのかな～。私も分けてもらいた～い」

　テーブル席に移動した社員さんがそんな会話をしていて、私は思わず照れ笑いをしてしまう。

　うーん、ウキウキしてるのが仕事でも出てしまうなんて。

　でも、まあ悪いことではないよね。プライベートが充実してるってことだし。

　食器を洗いながら、私はつい先日のデートを思い出した。

　大体、一ヶ月に一度くらいの頻度で、私と修一郎さんはデートしているのだけど、先日は私の提案で、都内にあるコーヒーイベントに行った。

　それはコーヒーに携わる職業の人間なら誰でも知っている有名なイベントで、様々なコーヒーの試飲ができたり、新しい抽出方法をセミナーで勉強したり、競技会があったりする、賑やかなお祭りなのである。

「コーヒーの競技会って想像がつかないな。どんなことをやるんだ？」

　修一郎さんは興味深そうに尋ねていた。

「サイフォンコーヒーの抽出や出来映えを競ったり、派手なパフォーマンスを競ったり、結構見応えがあるんですよ」

　説明してから実際に競技を見学すると、修一郎さんはやけに驚いたようだった。

「うーん、世の中とは結構広いものだな。バーテンダーがカクテルの作成を競うように、バリスタにもそういう競技があるなんて、まったく知らなかったよ」

　感心しながら、数々の有名バリスタが鮮やかな手つきでコーヒーを淹れる様を眺める。

「一切の無駄がないのに、余裕のある手さばきは、本当にパフォーマンスという言葉が似合いますね。私はまだまだ修行不足だなって身に染みますよ」

　私は壇上に立ってコーヒーを淹れている彼らのような技術は持っていない。まだバリスタになって数年しか経っていないのだ。ひな鳥も同然である。

「そんなことはない。君の淹れるコーヒーはとてもおいしいよ」

「ありがとうございます。でも、私なんか全然ダメなんですよ。手さばきもあんな風に優雅にできなくて、いつもいっぱいいっぱいで、余裕なんてひとつもないですし」

　優しい修一郎さんがフォローしてくれるけれど、自分の技術力は自分が一番理解している。将来はお店を持ちたいという夢を持っているけれど、いつになることやらと思うほど、私はバリスタとして未熟者だ。

「俺は……、君がコーヒーを淹れる様を、綺麗だと思っているよ」

「えっ」

　やけに真剣な顔で言われて、私は思わずひるんでしまった。

「だって俺は、君がコーヒーを淹れる仕草に見蕩れてしまったんだからね。俺が君に惚れたきっかけのひとつだよ。指先まで繊細さが伝わるような丁寧な手つきに、釘付けになってしまったんだ」

「え、あ、う、そ、そうなんだ……」

　みるみる顔が熱くなってしまう。

　こんなにも自分が照れ屋だったなんて知らなかった。恥ずかしい……。

「可愛いな。顔が赤くなっているよ？」

「しゅ、修一郎さんが恥ずかしいことを言うからじゃないですか」

「本当のことを言っているだけなのに、ひどいな」

　くすくすと笑う修一郎さんに「もう」と唇を尖らせる。

　修一郎さんは硬派で真面目そうな見た目の割に、さらっと甘いことを言うからびっくりしてしまう。

　外国暮らしが長かったと言っていたけれど、やっぱり外国の文化に慣れていると、そうなるのかな？　欧米諸国とか、ハグとか当たり前にしているし、愛の伝え方も直接的だ。

　しかしそういった甘い言葉に全く免疫のない私には心臓に悪い。

　修一郎さんとつきあい続けたら慣れてくるのかな？　……慣れるとは思えないけど。

　でも、私の淹れるコーヒーを気に入ってくれているのは、何よりも嬉しい。

　いつも忙しい修一郎さん。私でも少しは役に立てているかな。

　ほんの一時でも休息になっているならいい。

　毎日真面目に仕事をしていて、夜遅くまで頑張っている修一郎さん。そんな彼の癒やしになれているのなら幸せだ。

　もっともっとバリスタの腕を磨いて、美味しいコーヒーを淹れられるようになりたいな。

「ああ、話していたら、無性に夕陽のコーヒーが飲みたくなってきたな」

　修一郎さんがしみじみ呟く。

「夕陽。今度……俺の家に遊びに来ないか？」

　静かな提案に、私は顔を上げた。彼は穏やかな微笑みをたたえて、私を見つめている。

「その、夕陽に淹れてもらいたくて……コーヒー器具を一通り揃えてみたんだ。よかったら、見てほしい」

　恥ずかしいことをサラッと口にする修一郎さんでも、さすがに家に誘うのは照れてしまうらしい。ほんのりと耳を赤くさせて、いつもより早口で言う。

　私も釣られたように、顔に熱が上がった。でも、恥ずかしいとはちょっと違う。

　ただ、心臓が外に飛び出してしまいそうなほど、ドキドキしている。

　そ、そうだよね。もう、お付き合いして三ヶ月だもん。おうちに遊びに行くくらい……いいよね？

「バレンタインの近くがいいね。君に花を贈りたいから」

「あ……。あはは、日本じゃ、バレンタインといえば女性が男性にチョコレートを送る日なんですけどね」

「そういえば、日本に来てから不思議に思っていた。バレンタインが近づくと、やけにチョコレート業界が沸き立つからね。面白いな、チョコレートを贈るなんて誰が考えたんだろう」

　修一郎さんは時々こうやって、日本独自の文化を興味深そうに聞いている。

　確か、外国では男性が女性に花をプレゼントするのだ。彼にとってはチョコレートなんて聞いたこともなかったんだろう。

「私もチョコレートを用意して、遊びにいきますね」

　私がそう言うと、修一郎さんは少し驚いた顔をして、嬉しそうに微笑んだ。

「ああ、俺はとびきりの花を用意しよう」

　目を細めて、彼は私の手をそっと握りしめる。

「その時、大事な話もさせてほしい。夕陽に聞いてもらいたいんだ。……ずっと待っていてくれてありがとう。ようやく、口に出す勇気ができたよ」

　私はその言葉に目を見開いた。

　そう、私は修一郎さんのことを何も知らない。彼がいつか必ず話すと言ったから、訊ねなかったのだ。

　一体何を話すつもりだろう。ちょっと怖いけれど、それを聞かなければ始まらない。

「わかりました。バレンタイン、楽しみにしています」

　私も修一郎さんの手を握り返す。すると彼はほっと安堵したような顔をした。

「良かった……。ああ、俺も楽しみにしているよ」

　そうして私達は、大切な約束をしたのだ。






　あのデートから数日経った今日。私は朝番の仕事を終えて、ビルを後にした。

　今日はちょっと都内のデパートに寄って、バレンタインデーのチョコを選びにいくのだ。思えばこんな風に、男性にチョコレートを贈るなんて初めてだから緊張してしまう。

　田舎に住んでいるお父さんは……ちょっと、違うよね。

　修一郎さんは見た目的にも絶対育ちが良さそうだし、奮発して、ハイブランドのチョコレートにしよう。

　手作りという選択肢もあったのだけど、失敗はしたくない。元々私は、スィーツを作る腕があるわけではないのだ。それなら手堅く既成品で勝負したい。

　でも、修一郎さんは、有名パティシェのチョコレートなんて食べ慣れてそう……。いやいや、要は気持ちだ。感謝の気持ちを込めたら大丈夫なはず。

「はぁ、私、浮かれてるなあ」

　自分でも分かるくらいウキウキだ。誰かのためにプレゼントを選ぶなんて、随分久しぶり……。

　その時、鞄からスマートフォンの着信音が鳴った。

「はい、筑紫です」

　電話先の相手は、私がお世話になっている派遣会社だった。毎日の日報や、シフトの相談をしているコーディネーターさん。

　一体どんな用件だろう。日報なら、カフェからメールを出したんだけどな。もしかして不備があったのだろうか。

　そんなことを考えながら、コーディネーターさんの言葉を待つ。

　だが、電話で言われた言葉に、私は呆然とした。

「え……解雇、ですか？」

　予想もしていなかった指示に、私はその場で立ち尽くした。






　◆◆◆






「非倫理的行為の疑いによる解雇……!?」

　派遣会社の事務所に直接赴き、コーディネーターさんから聞いた『解雇理由』に、私は驚きの声を上げた。

「そ、そんなの、全く身に覚えがありません。どういうことですか!?」

「どうもこうも、そういうクレームがあったみたいです。私も寝耳に水の話だと思いましたが、上からの通達なので、私ではどうしようもないんですよ」

　女性のコーディネーターさんも戸惑っているらしい。困った顔でそう言った。

「クレームって……エルグマシステムズからですか？」

「いえ、私もそこまでは聞かされていなくて」

　非倫理的行為なんて……、そんなことをした記憶はひとつたりともない。

「な、納得できませんよ。どうしてそんな不名誉な理由で解雇されないといけないんですか？」

「そう言われても、こちらも派遣会社である以上、クライアントの要望は聞かないといけませんから」

「それは……、確かにそうですけど」

　コーディネーターさんの言う通りだ。どんなに不当な理由でも、クライアントがそう指示したなら、解雇するしかない。でも、どうして？

　あまりに意味がわからなくて、私はぎゅっと唇を噛みしめる。

　こんなこと、修一郎さんになんて言えばいいんだろう……。

　私がそう思った時、事務所の扉がガチャリと開いた。

「簡単な話よ。あなたが私の婚約者に色目を使って近づいている。そんなことを知って、見過ごせるわけがないでしょう？」

「え？」

　思ってもみない言葉をかけられて、振り向く。

　するとそこには、ハイブランドの服に身を包んだ、やけにセレブリティな女性が立っていた。

　年は私と同じくらいだろうか。艶やかなルージュが強気な弧を描いて光っている。

「ま、待って下さい、あなたは誰ですか？　婚約者ってどういうことですか？」

　思わず私が質問をたたみかけると、彼女は呆れたような顔をして『ハァ』とため息をついた。

「ええ、あなたは何も知らないようだから、私が説明してあげるわ。どこか落ち着く場所に案内してくれる？」

　やけに態度が尊大だ。私は眉をひそめてしまった。

　しかし説明をしてくれるというのなら聞いておきたい。結局、コーディネーターさんがミーティングルームを用意してくれたので、私と彼女は個室でふたりきりになった。

「煙草、いいかしら」

「あ、はい、どうぞ」

　簡易テーブルを真ん中に向かい合わせで座り、私は端に置かれていた灰皿を真ん中に置く。彼女はブランドロゴのついたバッグを開いて金属製のシガレットケースを取り出すと、煙草を一本吸い始めた。

　ふぅっと彼女が赤いルージュの隙間から白い紫煙を吐き出す。

「三善修一郎。勿論知っているわよね」

　私は目を見開く。

　知っているも何も、私の恋人だ。いきなり告白されて押し切られるように頷いてしまったけれど、三ヶ月もおつきあいしていれば、少しは自覚も出てくる。

「彼はね、私の婚約者なの。この意味、わかる？」

「え……」

　口から乾いた声が零れる。一瞬、この女性が何を言っているかわからなかった。

「私は阿久津美佳。パパは、アクツコーポレーションの社長よ。バリスタを目指しているあなたなら、名前くらい知っているわよね？」

　アクツコーポレーション。

　確かに知っている。大手カフェチェーンを総括している大企業だ。私が通っていたバリスタのスクールの出資企業だし、今働いているオフィスカフェも、アクツコーポレーションのフランチャイズ店である。

「うちは、様々なシステムの構築と管理をエルグマシステムズに発注しているの。つまり、アクツコーポレーションはあの企業のお得意様というわけね。だから、私を妻にしてはどうかと、パパが修一郎さんに打診したのよ。末永く仲良くしましょうねという事でね」

　じりじりと煙草が焼けて、灰の固まりが出来ていく。それをポンポンと灰皿に捨てて、彼女は笑った。

「当然、修一郎さんはその縁談を受けるわ。だって彼は、エルグマシステムズの経営者なんですもの。彼は、お得意様の厚意を無碍にすることなんてできない。だから私は、彼の婚約者なのよ。将来結婚することが決まっているわ」

「そ、そんな。でも、……どうして？」

　意味がわからず、私は疑問を投げかけた。

　だっておかしい。一介の社員に過ぎない修一郎さんが、どうしてエルグマシステムズのために結婚しなくてはいけないの？

　いや、まさか――。でも、そうだとしたら合点がいく。

　修一郎さんは、一介の社員なんかではなく……。

「あなたは本当に、何も知らされていなかったのね。ま、遊びなら仕方ないか」

　美佳さんは艶めいた唇をニヤリと歪める。

「彼はエルグマシステムズ代表取締役兼ＣＥＯ。修一郎さんはあの会社の全てを取り仕切る舵取り役であり、全責任を背負う立場にいる人よ」

　私は声を出すことができなかった。頭の中がまっしろになって、なにひとつ、言葉が思い浮かばなかった。

　一般の人よりも裕福なんだろうな、とは思っていた。

　役職を持つ人であることも予想していた。

　でも、まさか代表取締役兼ＣＥＯ。つまりエルグマシステムズを左右する全ての権限を持つ人だなんて、想像していなかった。

　だって雲の上の人すぎる。予想外にもほどがある。そんな人が私に目を向ける可能性はゼロだから、予想の範囲にも入っていなかった。

「さすがに理解できたようね。ここまで言って分からないほど頭がお花畑だったらどうしようかと思っていたけれど、あなたはちゃんと現実をわかっているようで安心したわ」

　見直したとばかりに美佳さんがにっこり微笑む。けれども、私はちっとも嬉しくない。

　――修一郎さん。どうしてそんな大事なことを黙っていたの？

　釣り合わない。無理だ。ありえない。私はそんな立場の人とつきあえるような人間じゃない。美佳さんが言うとおり、私は一介の派遣社員だ。自分のカフェを持っているわけでもなく、プロのバリスタというわけでもない。まだまだ駆け出しの、未熟なバリスタだ。

　少なくとも、修一郎さんの隣に立てるような人じゃない。

「修一郎さんがあなたにこの事を黙っていたのは、話す必要がないと思ったからよ」

「ど、どういうことですか？」

「あなたは、修一郎さんが私と結婚するまでの繋ぎ役だもの。単なる遊びに過ぎないから言わなかったのよ。自分がＣＥＯと知られた時のデメリットのほうが大きいでしょうし」

　デメリット……。

　それは、私が彼の立場を利用して強請りたかりをするかもしれないという事？

「そんな。私は、彼がＣＥＯと知っても、別に」

「あなたがどう思おうが関係ない。修一郎さんが面倒になると思ったから言わなかったのよ。いい加減自分の立場を自覚しなさい。あなたは一時しのぎに弄ばれていただけなのよ」

　弄ばれていた。本当にそうなの？　私は、遊ばれていたの？

　でも、修一郎さんがずっと黙っていたのは事実だ。

「私達は春頃に正式な婚約者として約束を交わすことが決まっているわ。彼が私と結婚するのは決定事項なの。だからね、このまま勘違いされても困るから、私があなたに釘を刺してあげたのよ。パパに頼んで、あなたを解雇するようお願いしたの」

　婚約者である美佳さんからしてみれば、私は修一郎さんに色目を使っていると思われても仕方が無い。事実、私は何度も修一郎さんとデートを重ね、ふたりで会っているのだから。先に告白したのが修一郎さんであっても、その言葉に頷いたのは私だ。

　修一郎さんは、婚約者がいるなんて一言も言わなかった。……当たり前か。そんなことを正直に言えば、私が彼とつきあうなんてありえない。

　でも、あの真面目で誠実な修一郎さんが、そんな倫理に外れたことを、するだろうか。

　私を弄ぶなんて、期間限定の遊びだなんて、するのだろうか。

　美佳さんの言葉と修一郎さんの人柄が、一致しない。彼は遊びで女性に手を出すなんてことはしないと思う。

　でも、修一郎さんはバレンタインデーに、大切な話をすると言っていた。

　大切な話ってなんだろう。

　もしかして、それがこの事なのだろうか。自分の立場と婚約者がいるということを話すつもりでいたのかもしれない。――私との関係を終わりにするために。

　膝に置いていた手をぎゅっと握りしめる。

　喉がカラカラに乾いて、身が小刻みに震えた。

　そんなの信じられない。修一郎さんはそんな人じゃない。そう思う自分もいるのに、どこかで『彼はＣＥＯなんだよ』と、冷静な私が呟く。

　立場が、世界が、違いすぎる。

　自分でも思ったじゃないか。そんな人と私が釣り合うはずがないと。

　私は何も持っていない。地位も名声も富も血筋も、何もない。修一郎さんが私とつきあうメリットが何も思いつかない。ましてや結婚なんて。

　……遊び、だったのかな。

　遊びじゃなくても、ひとときの恋人が作りたかったとか、そういう動機だったのかな。

　婚約者と結婚する前に、火遊びのような恋をしてみたかったとか。

　そんな動機なら、ありえる。不誠実には違いないけど、彼なりに私を想ってくれていたのかもしれない。ただ、それが期間限定だっただけで。

　勘違いしていたのは、私だった。

　夢には終わりがある。夢が醒める時は、いつか必ず来る。

　――それが、今なのかもしれない。

　美佳さんは吸い終わった煙草をぎゅっと灰皿に押しつけた。

「私も女としてあなたに同情する部分はあるわ。何せ、彼のことを何も知らないでつきあっていたんですものね」

　私は黙ったまま、俯く。

「でもね、私は修一郎さんの婚約者だから、あなたを彼の傍に置きたくはないの。私の気持ちも理解できるわよね？」

　彼女はひどく真面目な表情で私を見つめていた。美佳さんの気持ち。……確かに、婚約者が別の女性と仲良くしていたら嫌な気分になるだろう。私はゆっくり頷いた。

「だから、ひとつ提案があるの。この派遣会社の人から聞いたのだけど、あなたは将来、個人でカフェを開業したいのよね」

　その通りだ。遠い夢かもしれないけれど、叶わないかもしれないけれど、今の私はその目標に向かって邁進している。

「それで私からのお願いよ。今後一切、修一郎さんに近づかない。それだけを約束して頂戴。そうすれば、私がパパにお願いして、カフェ開業の出資を援助してあげるわ」

「え、援助……ですか？」

　思ってもみなかった提案に、私が目を瞬かせる。美佳さんは「ええ」と頷き、バッグから折りたたんだ紙を取り出した。

「アクツコーポレーションは、個人経営カフェの出資もしているの。うちのフランチャイズ店になるけれど、カフェの経営方針、店内デザイン、メニュー、すべてを経営者に任せているわ。実質的に、個人経営と変わらないというわけね」

　それは、個人でカフェを営みたいと考えている人にとっては魅力的な話だ。フランチャイズ店だけど、出資金の捻出を考えなくていいというのは、大きい。

「本当は、もっと実務経験のあるベテランのバリスタでないと、この話はできないのだけど、あなたは特別よ。私がパパに話すんだから絶対に大丈夫」

　折りたたまれた紙を渡されて、広げる。そこにはアクツコーポレーションのフランチャイズ店について、詳しい説明が書かれていた。

　ロイヤリティもそこまで高くないし、条件もいい。何より大手カフェチェーンを営むアクツコーポレーションだ。信頼性はある。悪くない……むしろ、破格の提案だ。

「どう？　あなたはお利口だから、当然この話を受けるわよね？」

　勝利を確信した、美佳さんの強気な笑顔。

　私は唇を引き締めて――答えを口にした。

「修一郎さんとは別れます。でも、援助の話はお断りします」

　美佳さんは初めて表情を変えた。訝しげに、私を計るような目をする。

「どういうこと？　あなた、カフェを開業したくないの？」

「開業したいですけど、修一郎さんと引き換えに開業したカフェなんて、きっと私は大切にできません。だから、結構です」

　きっぱりと拒否すると、美佳さんは少し不機嫌な顔をして、睨み顔をした。

「ふぅん、潔いことね。でも、今の時代、個人でカフェを経営するのがどれだけ大変なことか、わかっている？」

「はい。全国各地に大手カフェチェーンが展開している今、個人カフェで成功するのはとてつもなく難しい。でも私は……」

　甘いかもしれない。夢見がちな子供なのかもしれない。

　でも、修一郎さんを諦めるという対価でもらえる店なんて、いらない。

「自分の力だけで頑張りたいんです。諦めるのは、努力が尽きるまで足掻いてからにしようと決めましたから」

　私は、気持ちをはっきり口にした。

　自分の思い通りにならないのは気に入らないのか、美佳さんは「フン」と鼻を鳴らす。

「真面目なことね。まあ、私はあなたが修一郎さんに近づきさえしなきゃ、何でもいいんだけど」

「……修一郎さんと私が、まったく釣り合わないのは理解しました」

　美佳さんに言われなくたって、修一郎さんの立場を聞けば、私は自然と別れただろう。

　ＣＥＯというとんでもない役職に就き、婚約者がいる。

　考えれば考えるほど、身の丈に合わない。私は一時的な恋の相手に過ぎなかった。

「話はこれで終わりですか？　じゃあ、私はこれで失礼しますね。あの会社に置いているロッカーの私物を取りに行きたいので」

　ガタンと椅子を引いて立ち上がる。

　一刻も早く、彼女よりも先に部屋を出たかった。そうでないと、動き出せない気がした。

　今にも机に伏せって泣いてしまいそうだから、嫌だったのだ。彼女の前で、そんな醜態は晒したくなかった。

　事務所に戻って、コーディネーターさんに事のあらましを軽く説明する。

　非倫理的行動をしたつもりはないけれど、そう誤解される行動は確かにあった。だから解雇は受け入れる。

　コーディネーターさんはその説明に「そうですか」と少し安堵したような表情で頷いた。

「ご希望なら、次の職場を紹介しますよ」

「ありがとうございます。じゃあまた、連絡してください。私はオフィスカフェの同僚に挨拶して、私物を取ってから帰りますね」

　コーディネーターさんと挨拶を交わして、私は派遣会社の事務所を後にした。

　いつの間にか、空はすっかり夜の帳が降りている。

　今にも雪が降ってきそうなほど、あたりは寒かった。私はマフラーをきつく巻き直してエルグマシステムズに向かって歩く。

　時計は夜の七時を過ぎていたが、オフィスカフェはまだ営業中だ。

　そういえば、今日はデパートに寄ってチョコレートを買うつもりなんだった、と今更ながらに思い出す。

「はは……」

　力なく笑った。そして空を仰ぐ。

　真っ黒な絵の具で塗り上げたような空。雲が厚いせいか、星も月も見えない。

　まるで泡沫の夢。キラキラと輝く流星のような恋だった。

　一瞬だけど綺麗な夢。星が消えたら、いつも通りの夜に戻るだけ。

　――思えば、最初から違和感はあったのだ。

　夜中の閉店間際にしか来ない常連客。夜中まで忙しそうで、いつも疲れた顔をしていた彼。

　そんなあの人を癒やしてあげたくて、一時の休息になってもらいたくて。

　私はコーヒーを淹れ続けた。最初は、それだけだった。

　でも彼はいつも紳士的で、私のコーヒーを喜んで、いつも幸せそうに飲んでくれるから。

　いつしか私は、身の丈に合わない憧れを持ってしまった。でも、バリスタと客という間柄なら、それ以上の関係になるはずがない。

　私には、告白するような勇気はいない。アプローチをする度胸なんてない。

　恋を恋と自覚することもないまま、終わるはずだったのだ。

　それを打ち破ったのは、修一郎さん。歩み寄るはずのなかった一歩を踏み込んできた。

　突然の告白は戸惑った。私は彼のことを殆ど知らない。知っているのは、エルグマシステムズの社員であること、そして名前だけ。

　だから迷いはあった。でも、その手を取ったのは間違いなく私の意思。

　……恐らく、期待してしまったのだ。

　彼から歩み寄ってくれたなら、きっとこれは『本物の恋』なのだと。

　知らないのなら、今から彼を知っていけばいいと思った。でも、蓋を開けたらこんな事実が待っていたなんて。

「知りたくなかった……な」

　ツンと鼻が痛くなった。涙が零れそうな予感がして、ぐっと指で目元を抑える。

　なんて甘えただ。私は子供だった。恋に恋をしていたのだ。何が彼のすべてを受け入れる、だ。こうやって真実を知った今、私は彼を諦めたのに。笑ってしまう。

　でも、耐えられない。この際、ＣＥＯというのは構わない。でも、婚約者がいるなんて無理だ。そんな存在がいるのをわかっていて、彼と付き合い続けるなんてできない。

　いきなりたくさんの情報を詰め込まれて、何が正しくて、何が間違っているのか、もう私には分からない。

　ただひとつ。どう考えても私という存在は彼の立場にふさわしくない。それだけは……事実だ。

　エルグマシステムズのオフィスカフェに入り、同僚に『辞めることになった』と簡潔に述べて別れの挨拶をする。そしてロッカーで自分の私物をまとめた。

　会社の玄関をくぐると、額にぽつんと冷たいものを感じた。

　空を見上げると、チラチラ雪が降っている。――粉雪だ。夜の暗い道に、白い雪はやけに目立って見える。。

　私は街灯に反射してきらめく雪を眺めながら、スマートフォンを取り出した。

　いつもこの人に連絡する時はドキドキしていた。茹でたこになってしまうのではないかと思うほど顔を熱くして、メールの内容を何度も読み返した。

　今は何も感じない。心の中が空洞になったみたい。

　唇を噛みしめて、メールを打つ。せめて別れは潔く。私は修一郎さんにお別れのメールを出した。

















第四章　君にしか、癒やされたくはない












　俺が最も嫌うものは、会社の関係を傘に己の個人的な要求を呑ませようとする人間だ。

　そういう意味で、アクツコーポレーションの阿久津社長は虫唾の走る人間である。

　今日も今日とて、わざわざエルグマシステムズに訪問し、緊急の話があると詰めかけてきた。社長自らアポもなしに現れ、緊急と言われたら話を聞かざるを得ない。スケジュールに空きはなかったが、矢吹の手腕でどうにか時間の合間を縫って話を聞いてみれば、また『例の話』だった。

　ため息も出るというものだ。どれだけ娘に甘いのだろう。

「はぁ……」

　執務室で、肩を落とす。阿久津社長には手短に話を済ませてお帰り願った。大体、アポなしで来るなんて非常識にも程がある。はっきり言って、俺は暇ではないのだ。

「会長、十五分後の面会についてですが」

　ガチャリと扉を開けるのはおなじみの矢吹。書類を見ながら入ってきた彼は、ふと俺を見て、軽く目を見開いた。

「珍しいですね、疲労が顔に出ていますよ」

「さすがにこうもしつこくてはな」

「また、阿久津令嬢の縁談ですか」

　そうだ、と俺は頷く。

　一年前ほど前から何度も阿久津社長に打診されている縁談。彼の娘がいたく俺に執心しているらしい。会って話をしたのは、四半期パーティと年末の挨拶回りの二度ほどだが、どうやら俺は彼女に気に入られてしまったのだ。

　以降、娘にせがまれているのか、幾度となく阿久津社長は俺に縁談を勧めている。

　勿論、俺はそのたびに断っている。

　一生を添い遂げる相手は自分で決めたいし、会社で付き合いがあるからという理由で妻を迎えるつもりはない。そう何度も言っているのに、あの社長は諦めない。

　それどころか、最近は会社の取引にすら口を出すようになった。

　曰く、令嬢を妻にすればこれからも継続的に発注してやる。だが、これ以上断るようなら、今後エルグマシステムズとの取り引きは見直すと。

　あからさまな脅迫である。会社同士の取り引きを娘の縁談ひとつで左右しようとするなんて、経営者としての自覚が足りないのではないだろうか。

「だが、しつこいのも今日までだ。あの社長も、さすがに諦めるだろう」

　姿勢を正し、目を閉じる。

　もうすぐバレンタインデーだ。俺はその日に、大切な彼女――夕陽と約束をした。

　全てを話すと。俺がエルグマシステムズの代表取締役兼ＣＥＯという役職であること、包み隠さず話す。

　夕陽は驚くかもしれない。控えめな人だから、身を引こうとするかもしれない。

　だが、そんなことは許さない。俺は絶対に夕陽と添い遂げると心に決めたのだ。

　その覚悟の第一歩として、俺は阿久津社長にはっきり言った。

　自分には、今付き合っている女性がいて、結婚する予定でいる。あなたの娘を妻にする可能性はゼロだ、と。

　阿久津社長はいたくご立腹だった。今後の取り引きは全て白紙にするとまで言った。

「過大評価が過ぎるな。アクツコーポレーションとの取り引きがなくなるくらいで、エルグマシステムズが傾くと思っているのか？」

　断言するが、そんなことはありえない。

　確かにアクツコーポレーションは大手得意先ではある。かの会社との取引がなくなれば、それなりの損害は出るだろう。だが、自分の個人的な都合で発注を決めるような会社は、こちらからお断りだ。そんな会社は信用できないし、今後もトラブルを起こすだろう。それなら、ばっさり切って、新たな受注先を探せばいい。

　うちの営業部は優秀だ。国内海外問わず、新たな取引先を得るだろう。

「私は、会長がこの会社を立ち上げた時からのつきあいです。あなたの苦労も、性格も、それなりに把握しているつもりです」

「……矢吹？」

　彼がこんな風に話しかけてくるのは珍しい。基本的に矢吹は無駄口を好まない寡黙な男だ。しかし今日の彼は少し違っていて、俺を静かに見つめていた。

「血も涙もない冷血ＣＥＯだと一部の社員に言われても、己の信念を曲げない。決して自分の仕事に妥協せず、苦労も買って出ている。あなたは、誰よりも自分に厳しい人だ。私はそういうところを尊敬していますが、同時に部下として心配していました」

　目を見開く。

　矢吹とはつきあいが長い。俺のことなど、ずっと前からお見通しだったようだ。

「でも、ようやく、そんなあなたに心を許せる人ができた。私は……あの時、彼女を見る会長を見て、驚きました」

「……驚く？」

　訊ねると、矢吹は「ええ」と頷く。

「笑顔を見せていましたからね。あれは社交辞令ではなく、本物の笑顔でした。三年もあなたの部下をしていて、初めて見ましたよ」

　ふっと矢吹が目を細めて微笑んだ。俺は机の上で手を汲むと、隣に立つ矢吹を睨んだ。

「俺も、君の微笑みなど、今初めて見たのだがね」

「ふむ、おそらく似たもの同士なのでしょうね、私達は」

　相変わらずの仏頂面に戻って、矢吹が淡々と言う。

「ようやく安心しましたよ。時間はかかりましたが、あなたが人間らしく笑える女性が現れた。会社としても、喜ばしいことだと思います」

「なぜそこで会社が関係してくるんだ」

　すかさず疑問を投げかけると、矢吹は「気づいてないんですか？」と若干呆れたように言った。

「社内で噂になっていますよ。終始ピリピリしていた会長の雰囲気が、柔和になったと」

「……俺の、雰囲気？」

　初耳だし、そんな自覚はなかった。柔和。今まで言われてきた俺の評価と真逆だ。

「きっと、いい意味であなたに影響があるのでしょうね。だから、個人的に応援していますよ」

「あ、ありがとう。君に言われるとどうにも落ち着かなくなるな。しかし……そうか」

　顎を撫で、頭の中に思い浮かべるのは、愛しい彼女の姿。

　……夕陽。

　彼女の優しさが、周りにいる人間を癒やすような雰囲気が、いつの間にか俺の心にも影響し、日常の態度が変わってきているのかもしれない。

　やっぱり、夕陽はすごいな。

　俺にないものをたくさん持っている。彼女が傍にいるだけで、俺の心はこんなにも豊かになれる。

　人は、自分が満たされてこそ、他人に優しくできる生き物なのだと聞いたことがある。

　ということは、今までの俺は満たされていなかった。そして、他人を思いやれるほどの心の余裕がなかったということなのだ。

　どれだけ矮小な人間なのだと、自分が情けなくなる。

　だが、これから変わっていけるのなら。夕陽がずっと傍にいてくれるなら。

　俺は今よりもずっと、まともな人間になれる。……そんな気がした。
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　バレンタインデーまで、あと数日に迫るころ。

　午後七時半。俺は溜まりに溜まった書類を事務的に片付けつつ、夕陽のことを考えていた。

　そろそろデートの打ち合わせをしたいところだ。今夜あたり、連絡してみよう。

　夕陽はチョコレートを用意すると言っていたが、どんなものを用意するのだろうか。

　手作りだったら嬉しい。

　いや、既成品でも嬉しい。

　ようは何でもいいんだなという結論に落ち着いて、思わず自分自身に笑ってしまう。

　俺も、彼女に似合う花を見繕っておかなければ。

　これは何でもいいというわけにはいかない。季節感を重視しつつ、花言葉も念頭に入れたいところだ。自分の気持ちを代弁させるか、夕陽のイメージに合わせるか。それも重要なファクターである。

「あとで図鑑を見るか……」

　正直なところ、俺は花に詳しいわけではない。だが、花を贈ると決めた以上、生半可な気持ちで選びたくはない。

　正直なところ、笑いたくなるほど必死だ。俺は夕陽に夢中で、隙あらば彼女のことばかり考えている。

　早く会いたい。今日の夕陽は朝番だったはずだから、すでにオフィスカフェにはいないだろう。

　また、夕陽の淹れるコーヒーが飲みたい。次の夜番は、久しぶりに客としてカフェにお邪魔することにしよう。

　その時、机に置きっぱなしだったスマートフォンが音を鳴らす。

　特別な着信音。夕陽だ。

　俺から連絡しようと思ったのに、一歩遅かったか。

　内容はバレンタインデーの打ち合わせかな、そんな事を考えながらメールを開いた俺は、その文面を見て目を大きく開いた。

『修一郎さん、今まで親切にしてくれてありがとうございました。でも、私はこれ以上、不誠実な関係を続けることはできません。さようなら、どうかお元気で』

　――え？

　何だろう。彼女が何を言っているのか、まったく理解できない。

　しばらく呆然とメールを眺めていて、段々、頭の中に意味が浸透した。

　さようなら。

　明確な別れの言葉だ。それはわかる。

　不誠実な関係。こちらは全く意味がわからない。彼女は何を言っているのか？

　俺は慌てて彼女に電話をかけた。しかしいつまで経っても彼女は電話に出てくれない。やがて留守番伝言サービスに繋がり、俺は折り返し電話をするようにと伝えて通話を切った。

　大量の書類の山をまとめてトレーに置き、鞄を持って立ち上がる。こんな書類仕事はいつでもできる。今は夕陽を探すのが先決だ。

　俺は夕陽に不誠実な態度を取ったつもりはない。だが、何かが原因で彼女が誤解しているのも事実だ。

　まずは彼女に会って、直接話し合わなければ。夕陽は今、どこにいるのだろう。

　俺が最初に向かったのは、ビルの中にあるオフィスカフェだった。今日朝番だった夕陽はいないだろうが、他のバリスタがいるはずだ。同じ派遣会社のスタッフだし、夕陽と交代する時に、何か話したかもしれない。

　藁にもすがる思いでオフィスカフェに赴くと、夜番のバリスタがカウンターの内側で作業をしていた。

「失礼する。私はこの会社の代表だが、ここで働いている筑紫夕陽さんについて聞かせてほしい。彼女は今日、何か言っていませんでしたか？」

　俺の藪から棒な質問に、バリスタの女性は驚いた顔をした。しかし、彼女が口にした言葉で、次は俺が驚愕する。

「筑紫さんですか？　さっき来ましたけど、ここを辞めることになったそうですよ」

「何だと!?　理由は？」

「く、詳しくは知りませんけど……派遣会社から解雇の連絡が来たって言ってましたね」

　俺が必死な形相をしているからか、女性バリスタはすっかり怯えた顔で答えた。

　派遣会社から解雇命令が下されただと？

　ありえない。不当解雇ではないかと思うほどだ。彼女はこのカフェで真面目に働いていた。解雇されるような理由がひとつも思いつかない。

　俺はオフィスカフェを後にして、すぐさま夕陽の派遣会社に電話をかけた。

　非難したいのではない。ただ、理由が聞きたかった。

　俺は自分の立場を口にした上で、夕陽の解雇について訊ねる。すると、電話の対応が夕陽のコーディネーターに変わって、解雇理由を簡潔に説明した。

「……クレーム？」

　思ってもみない理由に、眉をひそめる。

『はい。三善様と筑紫さんの仲を婚約者様が心配されたようですので』

　この意味が分かるだろ、と言いたげに、コーディネーターの女性の言葉にはトゲがあった。

　エルグマシステムズに入っているオフィスカフェは、アクツコーポレーションのチェーン店だ。つまり『婚約者』とは、十中八九間違いなく阿久津美佳だろう。

　コーディネーターの態度がつっけんどんなのも頷ける。彼女からしてみれば、俺は婚約者がいるのに夕陽に手を出した不届き者だ。女性として、俺の態度に不満を持っているのだろう。

　だが、それはまったくの誤解だ。俺はため息をつく。

「先に言っておきますが、阿久津美佳は、私の婚約者ではありません。彼女がそう思い込んでいるだけで、こちらは大変迷惑しています」

『えっ……、そうなんですか？』

　すっかり美佳の話を信じていたらしい。コーディネーターは驚いた声を出す。

「はい。彼女の父親にも、娘と結婚する気はないと断っていますし、今回の件は完全に阿久津美佳嬢の暴走です。阿久津社長……彼女の父親は娘の言いなりなんですよ」

　婚約者を騙り、俺と夕陽の仲を『心配』しての解雇なんて、夕陽にとっては不名誉すぎることだ。コーディネーターの誤解はしっかり解いておく。あとで派遣会社の代表者にも連絡しておかなければ。

　まったく、会社経由でクレームをつけて解雇するなんて、やり方が悪辣すぎる。絶対に許さない。

　俺の中でアクツコーポレーションとは完全に関係が切れた。今後、何があってもあの会社と取引することはない。自分の娘の我が儘ひとつで、他人に結婚を迫ったり、会社の取引を左右したり、他人を不名誉に貶めて解雇させるような会社に未来はない。

　アクツコーポレーションを絶対抹殺する。そう心に誓いつつ、俺はもう一度夕陽に電話をかけた。あの会社は近いうちに必ず痛い目に遭わせるつもりだが、今はとにかく夕陽だ。

　――電話には出ない。あのメールで全てを終わらせたつもりでいるのだろう。

　彼女の中で、俺はもう終わった存在なのだろうか。

　夕陽を恋人にして三ヶ月。デートはたった三回。夕食を共にしたのはまだ七回。逢瀬の回数としては少なすぎる。

　確固とした絆を築いたとは言えない。俺達はまだ、発展途上の関係だ。

　だから終わった？　俺の歩み寄りが足りなかった？

　――いや、まだだ。俺は認めていない。あんなメールで終わらせられるほど、俺達は薄い関係ではなかったはずだ。

　まだ三ヶ月。回数は足りなかったかもしれない。けれども、そのたった三ヶ月で築き上げた絆は必ずある。

　諦めたくない。諦められない。

　俺は車に乗り込んで、夕陽のアパートに向かった。もうなりふり構っていられない。ストーカーと罵られようが手段は選ばない。

　俺が知りうる夕陽の情報を全て集めて、彼女を捕まえる。






　アパートに到着して、彼女の部屋番号を確認し、インターフォンを押す。

　……応えはない。

　居留守だろうか？　ドアに耳をつけるが、物音はしない。我ながら不審者も同然の行動だが、自分の体裁を守る余裕はまったく無かった。

　留守だとしたら、いつか必ず帰ってくるだろう。ここで待っていようか？

　悶々と考えながらアパートを出る。懸命に彼女の行動を予想する。

　アパートに帰っていないとするなら、夕陽が行きそうな場所は……。

　ふと、足を止めた。

『おすすめのラーメン屋があるんです。次の日が休みだと、いつもここに――』

　雪の降る夜。こんなにも寒い日は、温かいものが食べたくなるのではないだろうか。夕陽の行きつけの店。俺に教えてくれた、とっておきのラーメン屋。

　気づけば全速力だった。ひたすらに、あの店に向かって走る。

　そうして店の前にたどり着いた頃、俺の息はすっかり切れていた。はぁはぁと息を整えるが、心臓の早鐘は止まらない。こんなにも必死に走ったのはずいぶん久しぶりだ。

　頼む。いてくれ。ここにいてくれ。

　願うような気持ちで、店の引き戸に手をかける。

　すると――引き戸が勝手に開いた。

「あっ」

「……夕陽！」

　出てきたのは夕陽だった。俺の予想は当たっていたのだ。

　こんなところで会うなんて、思ってもみなかったのだろう。夕陽は驚愕の表情で、ぽかんと口を開けたまま、俺を見上げた。

　しかし彼女はすぐに唇を引き締める。そして、何か言うこともせず、俺の前を通り過ぎようとした。

「夕陽、待ってくれ」

　思わず彼女の手を掴む。夕陽の足は止まったが、振り向いてはくれない。

「……手を離してください」

　冷たい、感情のこもらない声。心に槍がささったように、胸が痛くなる。

「嫌だ。俺の話を聞いてくれるまで離さない」

「言い訳なら、聞きたくないです」

「違う！　俺は君の誤解を解きたいんだ」

　離すものかと彼女の手首を強く掴んだ。夕陽は後ろを向いたまま俯く。

　振り向いてくれなくても構わない。俺は夕陽の背中に言葉を投げかけた。

「君の派遣会社で、事のあらましを全て聞いた。阿久津美佳は俺の婚約者ではない。彼女が勝手に騙っているだけだ。父親にもはっきり断りも入れている」

　ちらちらと粉雪が降る夜の静寂に、俺の声だけがやけに響いた。夕陽は黙ったまま、俺の言葉を静かに聞いている。

「君が不名誉な理由で解雇されたことも聞いたから、誤解を解いておいた。君を担当しているコーディネーターは、今度君に会ったら謝りたいと言っていたよ」

　小さく、夕陽の吐息が聞こえた。彼女の口元から、白く染まった息が零れる。

「そう、ですか……。あの人は、婚約者じゃなかったんですね……」

　納得したような声。誤解が解消されて、俺は少し安堵する。

「でも、修一郎さん。私は無理です。婚約者がいなくて良かったって思いましたけど、やっぱり、だめです」

「何がだめなんだ」

　強い口調で聞き返すと、ようやく夕陽はこちらを振り向いた。

　ぎゅっと唇を引き締めて、いつになく目は真剣で。

　普段見せる木漏れ日のような優しい彼女とは全く違う夕陽だった。

「ね、修一郎さん。どうして黙っていたんですか？」

「……え？」

「美佳さんに教えてもらいました。修一郎さんが、エルグマシステムズの代表取締役兼ＣＥＯだって。あの会社で一番偉い人なんだって……。私、ぜんぜん知りませんでした」

　目を見開く。夕陽に不当な言いがかりをつけるだけでなく、俺の事情までペラペラ話していたとは。阿久津美佳は完全に俺を敵に回したと確信する。

「言わなかったのは、遊びのつもりだったからですか？　本気じゃなかったからですか」

「そんなわけがないだろう！」

　思わず大声を上げていた。びくっと夕陽が震える。

　しまった。怯えさせるつもりはなかったのに。夕陽を前にすると、どうにもいつもの調子が出せない。必死で、みっともなくて、情けない姿ばかり見せてしまう。

「驚かせてしまってすまない。だが、聞いてほしい」

　全て俺の責任だ。最初から正直であるべきだった。ちゃんと話せばよかった。

　でも、怖かったのも事実だ。こんなに自分が臆病だったなんて、君に会うまで知らなかった。

「夕陽、最初に全てを話さなかったことは謝る。黙っていて、すまなかった」

　どんな事情があるにせよ、俺が言わない選択を取ったのは事実だ。あえて夕陽に教えなかった。誠実さに欠けると言われたらそれまでだ。

「確かに俺は、エルグマシステムズＣＥＯという立場にあり、あの会社の全てを統括している。言わなければとずっと思いながら、言えなかった。全ては俺が弱かったからだ」

　そうだ。俺は弱い。自分の立場を口にすることで、夕陽が俺から離れるかもしれないと思うと、どうしても口が開かなかった。

　もう少し、あと少しと、夕陽の大らかさに甘えてきた。バレンタインを目前に控えて、ようやく告白しようと決心したら、このザマだ。

「俺は君にコーヒーを淹れてもらって恋をしたんだ。でも、この気持ちを自覚してすぐに怖くなってしまった。君をどうやったら恋人にできるのか、ずっと、考えていた」

　どうしたらいいか、わからなかった。

　君が、俺の立場を知って喜ぶような女性だったなら、話は早かったかもしれない。けれども、そういう女性だったなら俺は好きにならなかっただろう。

　夕陽は俺を知らなかった。だからこそ好きになったなんて、卑怯すぎて自分が嫌になる。

「自分のことを言わなかったことは言い逃れのできない俺の罪だ。だから謝る。どんな償いもする。だから夕陽、お願いだから別れるだなんて言わないでくれ」

　ありったけの気持ちを込めて、夕陽に懇願する。

　俺にはそれしかない。君にはどんな高価な贈り物も意味をなさないだろう。自分の気持ちを彼女に伝える。わかってもらえるまで諦めずに訴える。

　……今の俺にできることは、それだけだ。

　夕陽は迷いを見せた。彼女にも、少しは俺を想う気持ちが残っているのかもしれない。

　だが彼女は俯いて、辛そうに眉尻を下げる。

「どうして……ですか？」

　小さな問いかけ。俺は黙って夕陽を見つめる。

「どうして、私だったんですか？　自分の立場に見合う人は、たくさんいるでしょう」

「立場に見合う見合わないで好きな人を決めないといけないのか。俺は君の優しさや、傍にいると癒やされるところが好きになったんだ。それが理由では、だめなのか？」

　質問に質問を重ねてしまうが、これが俺の正直な気持ちだ。

　夕陽は拳をぎゅっと握りしめて、勢いよく顔を上げる。

「私でなければならない理由にはなりません。優しい人は、いっぱいいます。それに、私は優しくなんかありません。あなたの立場を知った途端に尻込みする、ただの臆病者なんです」

「夕陽……」

「私には無理です。派遣社員で未熟なバリスタと、大企業をまとめるＣＥＯ。立場が違いすぎます。優しくされたいなら、癒やされたいなら、他でそういう人を探して下さい」

　話はこれで終わりだとばかりに、夕陽は口を閉じた。

　そして黙ったまま、俺が掴む手首を見つめる。この手を離せと、そして俺に優しくしてくれる女性を探しに行けと言っているのか。

　ぐっと唇を噛みしめる。ひどく心が傷ついていた。けれども、傷ついたと言える資格が俺にはない。

　悲しかった。それが夕陽の本音なら、俺はこの三ヶ間、何も成すことができなかったということになる。

「夕陽は、それでいいのか？」

「え……」

　俺の問いに、彼女が首を傾げる。

「俺がこのまま去って、他の女性のところに行っても、何も感じないのか。もう他人だから、好きにすればいいと思っているのか」

「修一郎……さん」

　夕陽の瞳が切なく揺れた。迷いのある表情。それは、まだ俺に情が残っているという証だ。

　無駄なんかじゃない。俺達の三ヶ月は一生で見れば短くても、大切な三ヶ月だったはず。

「俺は嫌だ。君が俺じゃない男に恋をするのも、よそ見をするのも。夕陽を俺だけで独占したい。ずっと俺の傍にいて欲しい！」

　まるでだだをこねる子供のよう。でも、これが俺の正直な気持ちだ。

　夕陽が欲しい。夕陽しかいらない。

　俺が優しくされたいのは、癒やされたいのは。

「夕陽じゃないと嫌なんだ。俺は、君以外の人に、優しくされたいとは思わない」

　例え君が怖いと思っていても。釣り合わないと感じているのだとしても。

　夕陽が尻込みしているのなら、俺は無理矢理でも君の手を掴もう。そして、離れないように抱きしめよう。

「ああ、完全に俺の我が儘だよ。君の考えを尊重していない、俺の浅はかな気持ちだ。でも、立場だけを理由に別れるなんて、俺にはできない」

　もう、限界だ。

　君が必要なんだ。

　俺は無我夢中で夕陽を抱きしめる。強く、強く、力を込める。

「修一郎……さん……」

「愛している。俺は君の一杯のコーヒーに救われたんだよ。確かに、世の中には君ほど優しい人はいるのだろう。それでも、俺が好きになったのは夕陽だ。俺の心に入ってきてくれたのは、夕陽だけなんだ」

　他には何もいらない。望むものは夕陽だけ。

　俺の妻になれば、彼女は今のままではいられない。確実に、変わらざるを得ないだろう。俺との価値観を擦りあわせたり、夢を追い求めるのも難しくなるかもしれない。

　だから、謝ろう。

　俺が好きになってしまってすまないと、心から謝罪しよう。

　彼女から『普通』を奪ってしまうことを、一生かけて償おう。

「だから夕陽、俺を……受け入れてくれ」

　抱きしめながら願う。もう離したくない。否定の言葉は聞きたくない。

　お願いだから、頷いてほしい。

　祈る気持ちで、俺はゆっくりと腕の力を抜いた。そして、夕陽の顔を覗き見る。

　彼女は俯いていた。街灯に反射する夕陽の黒い瞳が、涙で濡れていた。

「ずるい、です」

　ぐすっと夕陽は鼻を鳴らし、人差し指で涙を拭う。

「ずるい、修一郎さん。そんな風に言われたら……私、頷くしか、できないじゃないですか」

　俺は目を見開いた。それは、もしかして――。

「夕陽、君は」

「身の丈に合わないから、せっかく諦めようとしたのに。……期待、しちゃうじゃないですか。大丈夫かな、頑張れるかなって、前向きに考えてしまうじゃないですか！」

　希望を持ちたくないのに持ってしまう。

　俺の言葉に甘えてしまいたくなる。

　夕陽はそう言って、俺を非難した。そして俯き、小さな額を俺の胸に押しつける。

「ごめんなさい……」

　小さな謝罪に、俺は息を呑み込んだ。

「あなたを傷つけた。悲しませて、辛い思いをさせて、ごめんなさい」

「夕陽……。いいんだ。謝るのは俺のほうなんだから」

　柔らかに抱き寄せて、頭を撫でる。夕陽は大人しくされるがままになっていて、両手でぎゅっと俺の身体を抱きしめた。

「好き」

　それは蚊が鳴くほどのかぼそい小声。だが、聞き逃さなかった。

「私も好きです。修一郎さん。あなたがＣＥＯだとわかっても、その気持ちを消すことはできなかった。諦めるつもりだったけど、本当は諦めきれなかった……」

「――俺もだ。君を愛している。何よりもだ」

　小さな頤をつまみ上げ、唇を重ねる。

　しんしんと降る粉雪が、俺と夕陽の肩に音もなく落ちていく。シンとした静寂に満ちた夜の道。人通りはなく、俺達は静かに口づけを続けた。
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「修一郎さん。私を、離さないでください。私は怖がりだから……すぐ逃げようとしちゃうから……。ずっとこうやって、臆病者な私を抱きしめて欲しい、です」

「ああ、約束するよ。例え君が俺を嫌がっても、俺は君を抱きしめ続ける。ずっと……一生、離さない」

　夕陽に誓いを立てて、俺は再び彼女の唇を奪った。

　啄むようなキスを何度も続けて、いつの間にか貪るようなキスに変わっても。

　俺はずっと夕陽を抱きしめていた。このままひとつになってしまうのではないかと思うほど、強く、強く。

　――夕陽が再び俺の胸の中に入ってきてくれたこと。

　嬉しくて、堪らなかった。

















第五章　例え夢を壊されても、住む世界が違っても












　めちゃくちゃ酷い醜態を晒してしまった……。

「あぁあ……うぉお……」

　私はアパートの中、ベッドの上で悶えて転がる。

　昨夜の私はどうかしていたと思うほど、情けなかった。

　突然解雇を通達されて、派遣会社で事情を聞いていると、修一郎さんの婚約者を名乗る人が現れた。

　修一郎さんの立場とか、様々な現実を見せつけられて。

　私は、自分とは遊びのつきあいだから黙っていたんだと思ってしまった。

　そして修一郎さんにメールでお別れを告げたのだけど……。

　何度か電話が来ているのはわかっていた。修一郎さんの声を聞きたくなくて、電話に出なかったのは悪かったと思う。

　でも、まさかあのラーメン屋まで追いかけてくるなんて、思ってもみなかったのだ。

　そして、そして……。

「ぁぁああ……うおぁ……！」

　枕を抱きしめてゴロンゴロン転がった。思い出すたび、悶えてしまうのだ。

　私は何だ、悲劇のヒロインかっ！

　自分に酔っていたとしか思えない。ラーメン屋ではビールも飲まなかったのに。

　思っていたことを全て修一郎さんにぶちまけた気がしないでもない。勢いのまま、酷い言葉も投げかけてしまって、修一郎さんは傷ついた顔もしていた。

　申し訳ない……ごめんなさい……ホントすみません……。

　思いつく限りの謝罪を頭の中に並べつつ。枕から手を離して起き上がる。

　本題はここからなのだ。

　修一郎さんは懸命に私に気持ちを伝えてくれた。愛していると。私にしか優しくされたくないのだと。

　嬉しくないはずがない。

　婚約者はいなかった。修一郎さんは自分の立場を分かっていながら、私だけがいいのだと言ってくれた。

　私は、一時は封じようと思っていた気持ちがこみ上げてしまった。

　大企業のＣＥＯという人の隣に立つという恐怖を越えて、やっぱり傍にいたい。

　修一郎さんが好き。その気持ちの前に、社会的な立場なんて関係ない。

　その道がどんなに困難か、私はまだ分かっていない。自分自身の人生が、どんな風に変貌するのか、まったく想像がつかない。

　けれども、私は……修一郎さんの傍にいたい。

　彼が隣にいたら、きっと私はどんなピンチを目の前にしても後悔しないと思う。

　いつも忙しい修一郎さん。すべてを抱えているのに、疲労を他人に見せようとしない強がりな修一郎さん。

　彼の心の拠り所になりたい。あの人が喜んでくれるなら、いくらでも私は腕を振りたい。

　そう思ってしまったら、堪らなくなった。

　私は修一郎さんにすがりついて、謝って、好きという気持ちを伝えた。修一郎さんは私を強く抱きしめて――。

　キス、を……。

「ぎゃああ～!!」

　再びベッドに突っ伏した。

　いやいや私、高校生かっ！　夢見る乙女かっ！　今時キスなんて中学、いや、ヘタしたら小学生でもしてるよ。でも私はファーストキスなんだ～！

　我ながら情けなさ過ぎる……。だって今まで本当にそういう機会と無縁だったんだもん。高校は女子校だったし、バリスタのスクール学生は圧倒的に女の子が多かったし……。

　でも、修一郎さんは慣れた感じだったな。やっぱりモテるんだろうなあ。

　つくづく、どうしてそんな人がよりにもよって私を……と疑問を感じずにはいられない。

　彼に優しくしてくれる女性なんていくらでもいそうなのに。

　で、でも、彼は私だけに心揺らされたって事なのかな。今までも優しくされたことはあるけど、その優しさがしっくりきたのが私だった……とか？

　うーん、考えれば考えるほど謎が尽きない。

　修一郎さんは何度も私にキスをして、繰り返すように愛していると言ってくれた。

「はぁ～……」

　気の抜けたため息をついてしまう。

　恥ずかしい……。頭の中がバカになっちゃったみたいに、彼とのキスしか思い出せない。

「うう、でも、決意したんだから仕方ない。覚悟を決めよう！」

　私はガバッと体を起こした。

　何の変哲もない、平凡極まりない私だけど。この手には何も掴んでいない無力な私だけど。修一郎さんはそんな私を選んでくれたのだ。

　私は、そんな彼の気持ちに応えたい。だって私も好きなんだから。

「よし、とりあえずは就職活動だ！」

　我ながら切なすぎるが、オフィスカフェを解雇された私は立派な無職である。

「コーディネーターさん、次の仕事先を探してくれてるみたいだけど、そろそろアテは出来たのかな？」

　履歴書を買うついでに派遣会社の事務所にも寄ろうかな。

　そんなことを考えながら顔を洗って歯を磨き、化粧を済ませる。普段着に着替えて、アパートを後にした。

　スマートフォンで時間を確認すると、午前九時を過ぎたところだった。これくらいの時間なら派遣会社の事務所も開いてるし、ちょうどいい。

「朝ごはんは、まあいいか。お昼前に買い物して……」

　今日の予定を立てていると、スマートフォンが鳴った。

「あ、コーディネーターさんだ」

　着信元を確認して電話に出る。

「おはようございます、筑紫です。今日はそちらに向かおうかと――」

『つ、筑紫さん。すみませんが、今すぐ事務所に行けますか？』

「え？　はい。そのつもりでしたけど……」

　突然の申し出に戸惑いつつも答えた。するとコーディネーターさんが言いづらそうに声を潜める。

『あの方……、阿久津さんが来ているんです』

「阿久津さんが？」

『ええ、阿久津社長もいらっしゃって、筑紫さんを呼んで来いって、いたくお怒りの様子で』

「わ、わかりました。今から行きますね」

　私は電話を切ると、最寄りの駅から電車に飛び乗る。

　阿久津美佳さんと、彼女の父親が来ているだなんて……十中八九間違いなく、修一郎さんの件についてだろう。

　電車に揺られながら深呼吸をして、気持ちを落ち着かせる。

　……大丈夫、昨日の私とは違う。そう思い込もうとする自分と、怖いという気持ちが入り乱れるけれど、これは私の力で越えなきゃいけない壁だ。

　一瞬、修一郎さんに連絡しておこうかと思ったけれど、やめておく。

　彼の傍にいる限り、こういう事は何度も起こるんだろう。だから、私も腹を括らなければならない。

　修一郎さんと一緒になると決めたのは、他でもない、私の意思なんだから。






　事務所の扉を開けると、阿久津美佳さんが待ち構えていた。彼女の隣には、厳つい表情の壮年男性が立っている。恐らく、彼が美佳さんの父親、阿久津社長なんだろう。

　美佳さんは相変わらずハイブランドの洋服に身を包み、グロスが艶めく赤いルージュを唇に引いていた。

　ぎらぎらと、殺意すら込めたような瞳で、私を睨み付ける。

「嘘つき」

　挨拶もなく、美佳さんは言い放つ。

「話が違うじゃない。修一郎さんには近づかないんじゃなかったの？」

　カツ、と、踵の高いヒールの音がした。

「昨日の夜、三善修一郎から直接私に連絡が来たんだ。美佳が勝手に婚約者と触れ回って迷惑している。妻にするのは筑紫夕陽と決めているから二度と名乗るな、とな」

　美佳さんの父親も、怒りを露わにして私に迫る。

「あんな屈辱初めてだわ。この私が、あんたに劣ると言われたのよ。あんたみたいな、何もない女に、私は負けたの。あんたが私を騙したせいよ」

　思わずムッと眉をしかめてしまう。

　黙って聞いていれば、人のことを嘘つきだの騙しただの。何もないだの。

　お腹にぐっと力を入れて、私はありったけの勇気をかき集めた。そして、まっすぐに美佳さんを睨む。

「確かに、私は美佳さんとの約束を反故にしました。でも、最初に嘘をついたのは美佳さんでしょう？　婚約者なんて……修一郎さんは、はっきり誤解だと言いました」

　私が言い返すと、美佳さんは赤い唇をへの字にして、ぐっと拳を握りしめる。

「あんたさえ現れなければ、遅かれ早かれ婚約者になることは決定していたのよ」

「修一郎さんはずっと縁談を断ってるって言ってました。そんな風に嫌がられて、彼の意思を無視して、それでもあなたは彼と結婚したいんですか？」

　私にはわからない。自分を好きにならないと分かっている人を無理矢理自分のものにしても、幸せになれるとは思えない。私は彼女の意思が理解できない。

「当たり前でしょ！」

　美佳さんは声を上げて怒りだした。

「あんな上等な男、欲しがらないほうがおかしいわ。あんたは修一郎さんの価値を何ひとつわかっていない。あんたに修一郎さんは過ぎたものよ。宝の持ち腐れだわ」

「修一郎さんはモノじゃありませんし、人に価値をつけるのは失礼なことです。ましてや宝の持ち腐れだなんて……。私は修一郎さんをそんな目で見たことはありません」

「それが許せないのよ！」

　美佳さんが癇癪を起こしたようにヒールの踵で床を何度も叩いた。

「彼はね、自分で会社を立ち上げて、一代で大企業の名に連ねるほどの経営手腕を持った男なのよ。形だけのＣＥＯじゃないわ。今や政財界の誰もが認めている実力者なの」

　そ、そんなにすごい人なんだ。代表取締役兼ＣＥＯという肩書きは聞いたけれど、それがどれほどのものなのかは全く想像できなかった。いや、すごいというのは分かっていたけど、その度合いがわからなかったのだ。

　確かに、あの若さで会社を大きく成長させたなんて、普通の人にはできない。

　でも、だからこそ、彼は誰よりも自分に厳しく、努力家で、苦労性で、なんでもひとりで貯め込んでしまうのだろう。

「この意味がわかる？　わからないでしょうね。だから教えてあげるわ。彼を夫にするということは、彼の桁外れの実力が手に入るも同然なの。パパの会社をもっと成功させることもできるし、新しい事業だって進めることができる。そして私には上等な男が手に入る。彼と結婚するだけで、多くのものが手に入るのよ」

　私は思わず言葉を無くしてしまった。

　横を見ると、美佳さんの言葉に同意するように、阿久津社長が頷いている。

「有効価値のあるものを利用できない人間に、あの男を渡すわけにはいかない。いかに自分が不相応なのか、いいかげん理解したまえ！」

　厳しい顔で指を突きつけられた。

　私は眉間に皺を寄せ、唇を強く引き締める。

　そんな理由で、ずっと修一郎さんに言い寄っていたの？

　修一郎さんはそんなことを望む人じゃない。誰かに利用されるために結婚するなんて、絶対に嫌なはずだ。

　でも、もしかしたら――。

　修一郎さんはずっと、こういう人に囲まれていたのかもしれない。

　凡人よりも多くのものを持っている修一郎さん。相貌も整って、紳士的で、仕事の実力もある。そんな彼に、阿久津親子みたいな人ばかりが集まっていたのだとしたら。

　……彼は、どれほどの孤独を抱えて、今までを生きてきたんだろう。

　私が淹れたコーヒーを、どんな気持ちで口に運んだのだろう。

　修一郎さんを思えば思うほど、涙がこぼれそうになった。

　けれども、その涙を飲み込んで、私は目の前のふたりをまっすぐに見つめる。

「私はもう、二度と修一郎さんを離しません」

「なんですって……！」

　美佳さんが怒りを滲ませる。でも、今は私の怒りのほうが上回っているはずだ。

　そうだ、私は怒っている。

　誰も彼を理解しようとしなかったこと。寄り添おうとしなかったこと。

　修一郎さんが抱える孤独を、癒やそうとする人がいなかったことを。

「ＣＥＯだとか、政財界の誰もが認める実力者とか、そんなこと、私には関係ないです。だって私は何も持っていないから。彼の能力を利用したいものなんて無いから」

　この手の平には何もない。財力も、地位も、何も……ない。

　でも、だからこそ私は思えるんだ。

「私にとって修一郎さんは宝物です。私はその宝物を守りたい」

　手を強く握った。そうだ、修一郎さんは、私が手に入れた唯一の大切な人だから。

　私にはこれしかないから、一生懸命守るんだ。

「修一郎さんを助けたいんです。孤独な彼の傍にいたい。おいしいコーヒーを淹れて、仕事の疲れを癒やしてあげたい。私が望むことはそれだけだから――手放すわけにはいかないんです。彼をひとりにしたくないから！」

　この気持ちだけは誰にも負けたくない。修一郎さんを思う気持ちだけは一番でいたい。

　強い決意を持ってふたりを睨み付ける。

　私の覚悟に、美佳さんは少しひるみを見せた。しかし、次は阿久津社長が一歩前に出てくる。

「フン、殊勝なことだ。それなら、あの男以外はどうなろうと構わないんだな」

「ど、どういうことですか？」

　思わず訊ねると、阿久津社長は余裕の笑みを見せた。

「筑紫夕陽。お前のことは調べてある。地方のド田舎からバリスタスクールに通うために上京し、資格を得た後は個人カフェを開業する目標のもと、実務経験を積んでいる状況だそうだな」

「……そうですけど」

　私を調べたって、そんなことまでわかるの？　一体どこに調査を頼んだのか知らないけど、ほんの少し怖いと思ってしまう。

「聞けば聞くほど平凡でつまらない人生だ。こんな薄っペらい女のどこがいいのか、私にはさっぱりわからん。三善修一郎は、女の趣味だけは最悪だったようだ」

　吐き捨てるような言葉に、私は眉をしかめた。どうして初対面の人にそこまで言われなければならないんだ。

「こんな女の人生、潰すほどの価値はないが……。私の会社が大手カフェチェーン店を全国展開させていることは知っているな？　あらゆる組織に話をつけて、お前をカフェ業界から追放してやる」

「な……っ！」

　私は目を丸くした。そ、そんな、カフェ業界から追放？　そんなこと、できるの？

「カフェを開業するためには資金を集め、様々な協会にも入る必要がある。だが、お前に助力すれば私からの援助を打ち切る。そう触れ回れば、皆、お前を腫れ物扱いして遠ざけるだろう」

　目の前が真っ暗になった。

　ずっと昔から見ていた。憧れていた。いつか叶えたいと願った、私の大切な夢。

　それを、たった一言で絶たれてしまった。

　ひとりの男性を守りたい、それだけで……今までの私の努力が全て水の泡になる。

　スクールに通ったことも、派遣会社に登録してバリスタとして働いた日々も。

「この派遣会社も例外じゃない。ここだけじゃなく、あらゆる所に、お前をカフェ業に就かせないようにしてやる。私に刃向かうとは、そういうことだ」

　阿久津社長の隣では、美佳さんが勝ち誇ったような笑みを見せている。

　修一郎さんが手に入らないかわりに、私の人生を潰す。そのことに優越を感じている。

　――悔しい。

　私は俯いた。握っていた手の平を広げて、静かに見つめる。

　私の夢は……小さくても自分のカフェを開業して、素敵なバリスタになること。たくさんの人に、心安らげる最高の一杯をサービスすることだった。

　でも、仕方が無い。私はもう選んでしまったんだから。

　大丈夫、夢は、また作ればいい。バリスタ以外にも道はたくさんある。これくらい、私の人生には何の支障もないはずだ。

　ぐっと奥歯を噛んでから、私は顔を上げた。

「いいです。私は、カフェバリスタの道を絶たれたって」

「そんなことにはならない。夕陽、君が自分の夢を諦める必要などない」

　ふいに、低く通る声が聞こえた。聞き覚えのある声に、私は「えっ」と驚く。

　すると、私の後ろには、修一郎さんが立っていた。

「しゅ、しゅ、修一郎さんっ!?」

「おはよう、夕陽」

「お、おはよ……じゃないですよ！　お仕事は!?　今、就業時間ですよね？」

「取引先に向かう途中に寄ったんだ。阿久津社長が美佳嬢を連れて外出していると、彼の部下から聞いたのでね。行き場所を教えなかったことから、プライベートなところ。つまり、夕陽のところだと思ったんだ」

　なんという推理。さすが修一郎さんだ。予想がビンゴすぎてびっくりしてしまう。

　修一郎さんはニコリと微笑むと、私の肩を抱き寄せた。そして阿久津親子と対峙する。

「大人げなさ過ぎるのではないですか？」

「な、なんだと」

　修一郎さんを前にして、初めて阿久津社長がたじたじになる。さすがの彼も、修一郎さんを前にすると強気だけではいられないようだ。

「駆け出しのバリスタが持つ淡く可愛い夢。まだ芽も出ていないような小さな夢を、圧倒的な権力で潰すのは、歳を重ねた大人としてあまりに幼稚な行為ではないですか？」

　阿久津社長はみるみる顔を赤くさせた。

「実力があるのはいいが、お前こそ生意気じゃないか青二才め、いくら粋がろうが、私の力でいくらでも潰すことができるんだぞ」

「ええ、どうぞご自由に。いくらでも策謀を立てて結構ですよ。私にその台詞を吐いて成功した人は、ひとりもいませんがね」

　怒りをみなぎらせる阿久津社長に比べて、修一郎さんはやけに余裕だった。もしかしたら、彼はずっとこういう敵意を向けられてきたのかもしれない。

「いい気になるなよ。お前のところに発注している案件を全て取り下げてやる。独自のルートを使って、エルグマシステムズとの取り引きをやめるよう、他社にも噂を流してやる。それでお前の会社は丸損だ。損失は免れない！」

「ええ、ですから。好きにやればよろしい。あなたが作り上げた独自ルート。どれほどの規模なのか見物ですね」

　淡々と言う修一郎さん。これくらいの脅しは全く効果がないようだ。

　今までは、それで全てのことがうまくいっていたのだろう。けれども修一郎さんにはまったく効かない。阿久津社長は信じられないものを見るかのように、修一郎さんを見た。

「な、なぜだ。どうしてそこまで余裕でいられる！　こんな小娘ひとりで、あそこまで育て上げた企業を潰しても構わないというのか！」

「もちろん潰すつもりはありません。あなた程度の影響力など、すでに把握済みだということです。経済の世界は結果が全てですよ。そこに人間らしい人の縁など、藻屑に等しい」

　冷たく切って捨てた修一郎さんに、阿久津社長は驚愕の表情を浮かべた。

「あなたがどれだけ私の悪評を流そうと、企業として確実な利益に繋がるなら手を組むでしょう。損をするとわかっていてエルグマシステムズと手を切るなんて愚行ができるのは、私情で物事を動かそうとする愚か者くらいです」

　修一郎さんがまっすぐに阿久津社長を見る。彼が言った言葉が誰に向けられたものか、それだけではっきり分かった。

　阿久津社長は、わなわなと拳を振るわせる。

「そんな愚か者が率いる企業に未来などない。ええ、あなたに関しては、こちらから願い下げです。そして、今後夕陽に幼稚な嫌がらせを続けるというのなら、私はあなたを許さない。あらゆる手を使って、あなたの大切なものを潰しましょう」

　阿久津社長の大切なもの。それは、彼が経営するアクツコーポレーションに他ならない。あらゆる手を使って潰すというけれど、具体的にはどうやるのか。そもそもあんな大企業を潰すことなんてできるのか。疑問が頭に過ったけれど、修一郎さんの目を見たら、それも可能なのかもしれないと思った。

　修一郎さんは真剣だ。嘘でも冗談でもなく、本気で、阿久津社長を敵に回している。

　彼の本気が分かったのか、ついに阿久津社長は黙り込んでしまった。

「……どうしてよ」

　悔しげに呟く女性の声。それは美佳さんのものだった。

「どうして、こんなちっぽけな子の為に、そこまでのことが言えるの？　私のほうが余程、妻にする利点があるわ。筑紫夕陽は、あなたほどの人が目を留める必要がない、無価値な女よ」

　その言葉がぐさりと胸に突き刺さる。無価値……、確かにそうかもしれない。

　けれども修一郎さんは私を励ますように、ぎゅっと肩を抱き寄せる手に力を込めた。

「無価値な人間なんていないし、俺にとって夕陽は何よりも大切な人だ。愛する人は、生まれや財力で決めるものではない。何よりも夕陽は、俺自身すら気づかなかった欲しいものを、何の見返りもなくくれたんだ。それを尊いと――大切にしたいと思って、何が悪い」

　ぎろりと修一郎さんが美佳さんを睨む。彼女は二歩三歩と後ろに下がって、ブランドバッグの取っ手を握りしめた。

「望めば大概のものが手に入るようなあなたが欲しかったものって、何なのよ！」

　ヒステリックに叫び出す。けれども修一郎さんは氷のように冷たく、岩のように動じなかった。

「君のような人間には、一生わからないものだ」

　まるで哀れむように。彼は軽く目を伏せて、冷徹に言い放った。

















第六章　欲しかったもの












　海外出張がつらい。

　そんなこと今までは考えもしなかったのに、海外出張はしたくないと切々に願う有様だ。

　まあ、そうは言ったところで、行かなくてはいけないのだが……。

　成田に到着して、俺は駆け足でガレージに向かう。

　時刻は朝の七時半。飛行機の中でも仕事をしていたので正直寝不足だが、そんなことは言ってられない。

　今日は待ちに待ったデートの日。バレンタインデーだ。

　俺の出張が入ったせいで、実際にはバレンタインデーから二週間過ぎており、世間はすっかりホワイトデーに様相が変わっているのだが……そんなことは関係ない。

　阿久津親子が横やりを入れたせいで、俺の予定はずいぶんと狂わされてしまったが、バレンタインを過ごすことは前からの約束。

　うん、だから、バレンタインデー過ぎてるだろ、という事実は流させてほしい。

　勿論夕陽には何度も謝った。女神のように優しい夕陽は、構わないと言って笑ってくれた。

　まったくふがいない。俺は彼女の大らかな心に救われてばかりだ。

　だからこそ、今日のデートは存分に彼女を楽しませる。俺は出張の間も時間を見つけてはデートプランを練っていた。

　夕陽の派遣会社で阿久津親子と対峙してから三週間が過ぎた。矢吹に頼んで、彼らの動向を調べさせているが、今のところは大人しくしているらしい。

　どうやら、俺の言葉を本気と受け取ったようだ。冗談でもなんでもなく、俺は阿久津親子が何かしでかせば、即座にアクツコーポレーションを窮地に陥れる用意ができている。

　娘の美佳は頼みの綱である父親にあれこれと要望しているようだが、彼はまだ、何もしていない。

　恐らくわかっているのだろう。手を出せば、自分は終わると。

　いくら可愛い愛娘の頼みであっても、会社を守る程度の判断力はあるようだ。しかしアクツコーポレーションは、すでにエルグマシステムズとの取り引きを全て終わらせてしまっている。

　じきに分かるはずだ。自分がどんな愚策をしたかということを。

　再び取り引きしたいと泣きついてきたのなら、存分にふっかけてやろうと思いつつ、しばらくは情報収集に集中しよう。

　マンションに帰って、シャワーで体を清める。急ぎの仕事を優先的に片付けていたら、約束の時間が近づいてきた。

　俺は慌ただしく外出の準備をして、ガレージに向かう。

　車で待ち合わせの駅に到着すると、駅前のモニュメントの近くに夕陽が立っていた。

　急いで駐車場に車を止めて、全速力で走って向かう。

「夕陽！　はぁっ……夕陽……はぁ……、ま、待たせた……」

「修一郎さん！　ど、どうして朝から疲労度マックスなんですか!?」

　あまりに必死に走ってきたせいで、息を切らせてしまった。きっと五十メートル六秒は計測されたと思う。

「お、お茶飲みますか？　ペットボトルですけど、しかもあったかいですけど……」

「ああ、ありがとう。頂くよ」

　夕陽が鞄から取り出したペットボトルのお茶を受け取る。ほうじ茶だ。彼女が言った通り、ペットボトルはぬくぬく温かかったが、こくりと一口飲むと、香ばしい味わいが口いっぱいに広がった。

「おいしい。ほうじ茶は、緑茶とはまた違う味わいがあるね」

「そうですね。私、緑茶よりほうじ茶とか番茶のほうが好きなんです」

　ペットボトルを片付けつつ、夕陽がにっこり微笑む。可愛い。またひとつ、君のことを知ることができた。

「昨日まで海外にいたんでしょう？　体調は大丈夫ですか？」

「問題ないよ。夕陽の顔を見ただけで、疲れなんて一気に吹き飛んでしまったからね」

「また大げさな。顔を見たくらいで疲れが取れるわけないじゃないですか」

　呆れたように夕陽が言うけれど、俺は至って本気だ。

「さて、今日は君をあちこち連れていこうと、俺はずっとプランを練っていたんだ。早速車に乗って行こう」

「は、はい！　私何も聞かされてないんですけど、どこにいくんですか？」

「ふふ、内緒だ」

　夕陽の手を握って歩き出す。彼女は「えーっ」と困ったような顔で言いつつも、大人しく俺についてきてくれた。

　最初に夕陽を連れていったのは、波止場の街。海の見えるテラスにはたくさんの屋台が並び、近くにある総合施設にはアクセサリーからファッションまで、様々なショッピングを楽しむことができる、いわゆるデートスポット。

　ベタかなと思いつつも、基本は押さえておきたい。

「二月の海って、波が高いですね」

　テラスから見える海を眺めて、夕陽が言う。

「寒くないか？　俺のマフラーを貸そうか」

「大丈夫ですよ。海綺麗だなぁ」

　今日は晴天。冬晴れの海は、太陽に反射してきらきら輝いていた。

　真冬ではあるが、さすがデートスポットとして人気なだけはある。俺の周りはカップルでいっぱいだった。

　夕陽をよく見ると、首の側面に鳥肌が立っている。

　やっぱり寒いんじゃないか。変なところで意地っ張りなんだな。

　俺は想わず笑ってしまって、自分が巻いていたマフラーを外し、彼女の肩にかけた。

「あ……」

「外にいる時だけでも巻いておきなさい」

　夕陽は俺のマフラーを片手で触った。そして俺に顔を向けてはにかむ。

「なんだか、修一郎さんの匂いがするから、照れますね」

　グラッとめまいがした。

　それだ、それだよ夕陽。そういうところが堪らないんだ。

　ああ……がんばって仕事を片付けて、昨日の夜の便で帰ることができて良かった。

　朝から夜まで夕陽を独占できる。しかも彼女は今日……。

　俺のマンションに、泊まる予定なのだ。この意味を、俺も彼女も理解している。

　つまり今夜は、俺達にとってかけがえのない思い出を作る日となる。

　色々と妄想して、想像すると、頭がぐちゃぐちゃになって何も考えられなくなりそうだから、あえて考えないようにしているが、夕陽が俺のマンションに泊まる。

「……げほっ」

「修一郎さん、風邪気味ですか？」

　思わずむせた俺に、夕陽が心配そうな声をかける。自分の首に巻かれたマフラーを俺に返そうとするから、慌てて押しとどめた。

「違うんだ。そう、唾液が気管に入ってしまって」

　苦しい言い訳をすると、夕陽は素直に「そうですか」と頷いた。

「あれ、辛いですよね。息ができなくなるし」

「そう、大変なんだ。色々我慢するのがね」

　まさか夕陽とのアレコレを想像して悶えそうになり、咳払いで気を紛らわそうと思っただなんて言えない。

　まさに子供レベルだ。三十にもなるのに、この体たらくは情けない。

　俺はやや緊張した面持ちで夕陽とテラスを歩き、やがて商業施設に入ってショッピングやカフェに足を運んだ。

　夕陽は無邪気に喜んでいる。

　俺は刻一刻と時間が過ぎるごとに、悶々とした煩悩が募るようだった。
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　夜はナイトクルージングでディナーを楽しみ、ほどよく腹が満たされたところで、車に乗り込む。

　夕陽はほんの少し緊張した面持ちで、大人しく助手席に座っていた。

　お互いに言葉は少なく、やがて俺が住むマンションに到着して、車をガレージに停める。

「やっぱり、すごいですね……」

　ぽつりと夕陽が呟いた。

　目の前にあるのは、都内中心部にあるタワーマンションだ。先の見えない最上階を眺める夕陽は、ぼんやりした様子で佇んでいる。

　その姿を見て、ぞくりと背中が寒くなった。

　彼女は、俺との価値観の差に戸惑っているのだろうか。

　また、自分と違う世界だと思っているのだろうか。

　急に夕陽が遠く感じた。無性に怖くなり、俺は彼女の手を握りしめる。

「修一郎さん？」

　そのままずんずんと大股で歩く俺に、夕陽はたたらを踏みながらついてきた。エントランスを抜けてエレベーターへ。目的の階数を押して、自分の部屋に駆け込む。

「夕陽……！」

　止まらなかった。

　なりふり構っていられなかった。

　夕陽が欲しい。消えてほしくない。俺から逃げないでほしい。

　思うことはそれだけで、他には何もない。

　玄関で夕陽を抱きしめて、奪うように口づけを交わす。

「んっ……ん、んんっ」

　夕陽は慌てたようにもがいたが、俺の腕の拘束が解けることはない。俺は彼女を抱きしめたまま靴を脱ぎ捨て、すぐ傍にある寝室に入った。

「夕陽。もう、その目は止めてほしい」

　ベッドに押し倒して、彼女の上に覆い被さりながら、懇願する。

「修一郎さん」

「君は、俺との違いを知る時、いつも寂しそうな顔をしているんだよ。……俺は、そんな夕陽を見るたびに、怖くなる」

　今はよくても、いつか消えそうな気がして。ふとした拍子に、隣にいなくなる予感がして。

　とてつもなく安心したくなる。傍に夕陽がいるのだと、肌で感じたい。

「愛しているんだ。だから、どうか俺の『普通』を、拒絶しないでくれ」

　頬を撫で、唇を親指でなぞり、口づける。

　ちゅ、ちゅく。

　はしたない水音が部屋に響いて、それでも俺は、自分の行為を止めることができなかった。

　頭のどこかで『情けない』と俺自身が非難する。

　あんなに優しくしようと思ったのに。最初が肝心だから、余裕のある行動を取ろうと心に決めていたのに。

　夕陽のことになると、こんなにも余裕がなくなってしまう。

「修一郎さん……」

　そっと俺の頬に温かいものが触れた。それは、夕陽の柔らかな手だった。

「ごめんなさい。私、つい……しみじみ思ってしまうんです。修一郎さんはすごいな。私にはもったいないなって」

「夕陽」

　そんなことはないと、思わず拒否しそうになった。しかし夕陽は、俺の唇に人差し指を当てて、優しく微笑む。

「きっと、知らず知らずのうちに、私はあなたとの間に壁を作っていたんですね」

　俺は、頬に当てられた夕陽の手を握りしめた。

　その通りだ。生活レベル、価値観の差。互いについて様々な違いを見つけるたび、俺も夕陽も見えない壁を作ってしまった。

「でも、もう。私……卑屈になるのはやめます」

　可愛い唇を引き締めて。夕陽は決意したように言った。

「自信を持って、愛せるようにがんばります。だから、修一郎さん……」

　ぎゅ、と夕陽は俺の袖を掴む。

「勇気を……ください」

　それは、覚悟の言葉。夕陽は強く目を閉じて、緊張の息を吐く。

「私、はじめてだから……。その、や、優しく……してください」

　夕陽は俺に全てを預ける覚悟をして、震える唇で言葉を紡ぐ。

　ああ、もう。この人は。

　なんてまっすぐで、いじらしい人だろう。そんな君だから、俺はこんなにも惚れたんだ。

「夕陽、愛している。俺は君に出会えて……良かった」

　口づけを交わし、邪魔な服をひとつふたつと脱がしていく。俺も同じように自分の服を脱ぎ捨てて、裸になった俺達は強く抱きしめ合った。

　やっと心と体がつながった気がする。柔らかく温かい夕陽の肌は大きな安心感をもたらし、みるみると俺の心が癒やされていくのがわかった。

　我ながら単純な話だ。触れてわかったけれど、俺はこんなにも夕陽を感じたかったのだ。

「優しく、するから」

　丁寧に。労るように抱きたい。夕陽の控えめな乳房を持ち上げ、ゆるやかに手で覆う。

　ぴく、と夕陽の体が震えた。俺の愛撫に感じ始めているとわかって、嬉しくなる。

　もっともっと、夕陽を感じさせたい。甘い声を聞かせてほしい。

　　口づけを交わしながら、緩慢な手つきで胸の頂きを摘まむ。

「あっ……」

　恥ずかしそうな、夕陽の声。それは隠しきれないほどの甘さを孕んでいて、どきりと心臓が高鳴る。

　自分がとてつもなく興奮しているのがわかった。下肢がうずき、彼女を望み出す。

　ＣＥＯだ何だとご大層な立場を持っていたとしても、俺は結局雄なのだと自覚せざるを得ない。

　君の前では、俺はただの男だ。君を求め、愛する。それだけの存在なんだ。

「は、夕陽」

　貪るように唇を重ねた。きゅ、と指で頂を摘まみ、こよりを作るように扱く。

「んんっ、ぁ、ふ……っ」

　俺の愛撫に、夕陽はびくびく体を震わせた。彼女の頂は穢れを知らない淡い紅色で、ぐりぐりと強めに擦れば、ぷくりと膨らみ、硬くなる。

「可愛い。俺の夕陽。愛しているよ」

　吐息と共に零した言葉は、醜悪なほどに甘ったるい。唇から顎を伝い、胸元を強く擦ってしるしをつける。

「んんっ！　あ、やぁ……っ」

　赤い鬱血。俺のものだというしるしだ。もっとたくさん、つけたくなる。

「君の体は……とても肌滑りがいいな」

　シルクのような手触りの乳房を撫でて、その頂に口づける。

「あっ、ああっ！」

　チュ、と音を鳴らせて吸い付いたあと、大きくかぶりつき、唾液をたっぷり含ませた舌で撫で上げる。

「は、ああっ！　しゅ……いちろ……さんっ」

　胸の愛撫は酷く感じるようだ。いやいやと首を横に振って、すがるように俺の髪を掴む。

　君を手に入れるなら何でもしよう。どんな手も辞さない。

　心を繋ぐのも、肌を重ねるのも、全ては君を手放さないためだ。

　君のすべてをがんじがらめにして、逃げるという選択肢を無くしたい。

「大丈夫。力を抜いて」

　甘く言葉をかけて、夕陽の緊張を解きほぐす。

　柔らかな腹を撫で、しなやかな太ももに触れ。

　ゆっくりと片膝を立てさせた。高鳴る胸の鼓動を感じながら、彼女の最も秘めたる場所に指を伸ばす。

「ふ……っ、ぁ……」

「ああ、濡れているね」

　感慨深く呟いた。愛撫に感じていた夕陽の秘所は、控えめながらも潤っている。

　くちり。

　人差し指と中指で、大きく秘裂を広げた。

　夕陽の顔を見ると、可哀想なほど真っ赤になって、目をギュッと閉じている。

　体はぷるぷると震えて、唇を少し開いてか細く呼吸をしていた。

　全身で恥ずかしがっているのがわかる。可愛くて堪らなくなって、俺は艶めいた彼女の唇にキスをした。

　そして、人差し指で秘裂に触れる。蜜をすくって襞をめくり、ぬるぬると擦りつけた。

「んんんっ！　ん、ふ、やぁあっ」

　キスで唇を塞がれていた夕陽は、首を横に振って悶えた。やがて唇を外し、高い嬌声を上げる。

　敏感な夕陽の仕草が可愛い。自分の心に意地悪な気持ちがわき上がって、もっといじめたいと。感じさせたいと、願ってしまう。

　俺のものは、すっかりその気になっていた。はしたないほど先走りが零れ、早く入りたいと血流をみなぎらせ、腹を叩かんばかりに上を向いている。

「夕陽……っ」

　堪らなくなって、彼女の首筋に噛みついた。

　白い首筋に、赤い歯形がつく。彼女の体に俺の跡がつくのが、嬉しすぎて頭がおかしくなる。

　これ以上我慢すると、夕陽の体がしるしだらけになってしまう。

　俺は、荒く息を吐きながら、自分のものに避妊具を被せた。

　そして夕陽の膝裏に腕を差し込み、大きく上に持ち上げる。

「あっ……あ……」

　次に何が始まるのか。初体験の夕陽でも分かったようだった。唇を強く引き締め、切なそうに顔をゆがめて、懸命に恥ずかしさに耐えている。

「夕陽、もっと乱れて。感じて。俺のものを……気持ちいいと思ってくれ」

　願いにも似たことを呟き、俺は自分のものを、彼女の蜜口にあてがった。

　クチュリと淫らな音がして、ゆっくりと腰を沈めていく。

「あ、ぁあ、あ……っ！　お、……っき……」
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　初めての異物。無視できない圧迫感に、夕陽は喘ぎ、体をくねらせた。

　俺は彼女を強く抱きしめ、勢いよく杭を埋め込む。

　ぐじゅっ。

　たっぷりとした蜜の音を鳴らせて、最奥まで穿った。

「あぁああっ！」

　その衝撃に、夕陽の体が大きく跳ねる。痙攣したように体は震えて、すがるように俺の背中を抱きしめた。

　そのけなげな姿に心が切なく疼く。

「夕陽。君を……もらうよ」

　優しくしたいのに、優しくできなかった。

　余裕なんて、ひとつもありはしなかった。

　衝動に突き動かされるように、杭を大きく引き抜くと、再び挿し込む。

　じゅぐっ、くじゅ。

　卑猥な水音が絶え間なく響く中、夕陽と唇を重ねて、舌でかき回す。

「んっ、ふ、ぁ、ああン！」

　口腔を犯され、膣内を犯され、夕陽はどうしたらいいのかわからないと言いたげに首を横に振る。

「や、しゅういちろ……さん……っ、私、そんな……こと」

　回らない舌で懸命に話す。俺は当然のように、彼女の可愛い声を聞きながら、激しく抽挿を続けていた。

「だめぇ！　私、おかしく……なっ……」

　快感に抗おうと、夕陽は声を上げた。

　俺は仄暗い喜びを感じながら、ぎゅっと彼女の乳首を摘まむ。

「あぁああっ！」

「おかしくなればいい。俺の前では、どんなに恥ずかしい姿も晒していいんだよ、夕陽」

　いっそ甘く。慈しみさえある声色で、俺は囁いた。

「なぜなら君は――俺の妻になるのだからね」

　愛する人の痴態は、伴侶となる男の特権だ。俺しか見ることはできない。俺以外に見せることは絶対に許さない。

「いやらしくて恥ずかしい夕陽は、俺だけの胸に留めてあげるから……」

　汗ばんだ体をきつく抱きしめ、ずるずると隘路を擦り、杭を引き抜く。

「存分に、乱れるといい」

　見たいんだ。穏やかで優しくて、日だまりのような温かさを持つ夕陽。君すら知らない、最も恥ずかしい君がとても見たい。俺だけで独占したい。

「あ、そんなの……ぁ、あああっ！」

　まるで貫くように、血管の浮く肉の杭を、膣内に埋める。

　くっと夕陽の顎が上がった。びくびくと体が震える。大きく足を広げた痴態を晒して、はくはくと荒く息を吐く。

「愛している……愛している。ああ、夕陽……っ！」

　傍に。傍に居てくれ。一生だ。

　もっと奥に。隘路の先にある子宮の口。いっそ孕めと願いながら、ぐりぐりと先端を最奥に擦りつける。

「夕陽……っ！」

　まるですがるようにかき抱いて、膜越しに情欲を放った。






　一度では満足することができず、結局、数回にわたって性交をしてしまった。

　初めてだった夕陽はすっかり脱力して、ぐったりベッドに横たわっている。

「すまない……」

　ヤるだけヤって反省する俺は、さかりのついた犬も同然だった。

　本当に自分が情けない……。だが、止められなかったのだ。夕陽が可愛かったし、ずっと欲しいと思っていたけど我慢していたし、色々溜まっていたしで、一度繋がると、もう自制が効かなかった。

　俺の腕枕で横になった夕陽は、疲労した顔で俺を見上げる。そして、思わずといった様子で、小さく笑った。

「なんだか修一郎さんって、意外と子供みたいなところがあるんですね」

「こ、子供？」

「はい。あっ、悪い意味じゃなくて。……もっと余裕たっぷりで、大人の態度で、私なんか手玉に取っちゃうんだろうなって思っていたから……」

　そう言って夕陽は、少し黙った。やがて俺にはにかんだ笑みを見せる。

「ちょっと親近感っていうか、嬉しかったです」

「そ、それは先ほどのコトに対する感想だろうか。そうだとすると、素直に喜べないところがあるのだが」

　本当は余裕を持って、丁寧に抱こうと思っていたのだ。蓋を開けたら必死になってしまったが、もっと大切にしたかった。

　個人的には反省しきりなのだが、夕陽は幸せそうに微笑み、少し恥ずかしそうに俯いた。

「なんか、その、は、激しかったけど……、愛されているのがすごくわかったから。私……すごく気持ち良くなっちゃって、なんか、あの」

　とても恥ずかしいことだが、自分の気持ちは口にしようと努力しているのだろう。

　夕陽は下を向いて、ごにょごにょと呟く。

「す、好きになっちゃったといいますか……。私、修一郎さんと……えっちするの……好きかもって、思いました」

「…………」

　グラ、と頭が傾く。同時に、散々ヤったはずなのに、俺の鎌首が再び硬さを持って起き上がった。待て、ヤる気になるな俺。さすがに今日はやめておけ。

　夕陽の、無意識にめちゃくちゃ可愛いことを言うところは、性格なのだろうか。正直者で素直な人柄は俺の好むところだけれど、頼むからそういう所は、俺以外の男には絶対に見せないでほしい。

　はぁ、とため息をついて、せめて夕陽を抱きしめる。

「明日の朝、俺にコーヒーを淹れてくれるかな」

　夕陽に恋をしてから、俺が密かに持っていた夢。いつか夕陽に、俺の部屋で俺だけのためにコーヒーを淹れてほしいと思っていた。

「もちろんですよ。最高の一杯をごちそうさせてください」

　嬉しそうに夕陽が笑う。堪らなくなって、唇を重ねた。

　ああ、その笑顔だ。

　俺がずっと欲しかったもの。きっと幼少のころから求めていたもの。

　穏やかな日々。優しい人。傍にいて、温かくなれる心。

　夕陽の一杯のコーヒーが、こんなにも俺を変えた。

　何でもない、平凡でありきたりな、温かいコーヒー。

　けれども夕陽の人柄が、木漏れ日のような温もりのある心遣いが、そのコーヒーを特別なものに変えた。

　それはきっと、俺だけにかかった魔法のようなもの。俺だけにしか効果のないもの。

　恋という、他にないエッセンスの入ったコーヒーは、俺の頑なだった心をいとも簡単に溶かしてくれたのだ。

「夕陽、俺は……幸せだよ」

　ついばむように唇を食む。

　俺に幸福を教えてくれた夕陽の唇は、まろやかなコーヒーシュガーのように甘かった。
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